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理
学
研
究
科
・
理
学
部



第
一
章

理
学
部
四
六
年
小
史

本
章
は
、『
北
大
百
年
史
』
部
局
史
（
一
九
八
〇
年
）
の
「
理
学
部
」
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
筆
し
た
部
分
に
は
出
典
を
示

し
た
。

第
一
節

理
学
部
の
創
設

一

開
学
前
期

東
北
帝
国
大
学
か
ら
独
立
し
て
新
し
い
北
海
道
帝
国
大
学
が
一
九
一
八
年
に
誕
生
し
、
一
応
総
合
大
学
と
し
て
の
形
態
を
備
え
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
応
用
科
学
の
基
礎
と
な
る
理
学
部
が
な
い
こ
と
は
ま
さ
に
画
竜
点
睛
を
欠
く
う
ら
み
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
二
二

年
以
来
北
大
へ
の
理
学
部
創
設
予
算
を
連
年
計
上
し
て
文
部
当
局
に
迫
っ
た
が
、
理
学
部
新
設
案
が
帝
国
議
会
で
可
決
さ
れ
た
の
は
一

九
二
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
北
大
で
は
一
九
二
七
年
四
月
東
北
帝
大
理
学
部
長
真
島
利
行
を
長
と
す
る
創
立
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

教
官
内
定
者
は
二
年
間
留
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

理
学
部
設
置
に
は
一
九
二
七
年
以
降
三
カ
年
計
画
の
継
続
支
出
で
設
備
を
整
え
た
。
留
学
中
の
教
官
候
補
者
は
外
国
で
研
究
に
従
事

す
る
と
と
も
に
、
各
自
必
要
な
器
具
、
機
械
な
ど
を
購
入
し
、
留
学
先
で
使
用
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
た
。

工
事
は
北
大
営
繕
課
長
萩
原
惇
正
の
設
計
監
督
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
敷
地
は
既
存
の
学
部
の
位
置
を
考
慮
し
て
現
在
の
位
置
に
決

定
さ
れ
た
。
二
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
完
成
し
た
も
の
は
堂
々
た
る
建
物
で
一
大
偉
観
で
あ
っ
た
。
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二

開
学

一
九
三
〇
年
、
開
学
に
向
け
て
諸
事
具
体
的
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
た
。

理
学
部
は
予
科
を
置
か
ず
、
全
国
的
に
高
等
学
校
、
専
門
学
校
の
卒
業
生
を
収

容
す
る
方
針
が
採
ら
れ
た
が
、
予
科
の
農
類
、
工
類
、
医
類
か
ら
の
転
入
学
は

認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
募
集
の
締
切
日
ま
で
に
は
定
員
に
達
せ
ず
、
第
二
次
募

集
を
行
っ
て
、
定
員
に
近
い
七
四
名
の
入
学
者
を
確
保
し
た
。
数
学
二
講
座
、

物
理
学
二
講
座
、
化
学
三
講
座
、
地
質
学
鉱
物
学
二
講
座
、
植
物
学
一
講
座
、

動
物
学
一
講
座
、
計
一
一
講
座
で
正
式
に
開
学
、
学
部
長
以
下
の
教
官
の
任
補

が
発
令
さ
れ
、
学
生
の
授
業
は
四
月
下
旬
か
ら
始
ま
っ
た
。

理
学
部
の
建
学
の
精
神
と
し
て
は
佐
藤
昌
介
総
長
か
ら
開
学
式
で
示
さ
れ
た

も
の
も
、
真
島
理
学
部
長
の
方
針
も
、「
一
に
も
研
究
、
二
に
も
研
究
」で
あ
っ

た
。
教
官
選
考
の
原
則
の
一
つ
に
将
来
性
の
あ
る
な
る
べ
く
若
い
者
を
集
め
る

と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
選
考
原
則
に
は
特
定
の
あ
る
大
学
だ
け
か
ら
採

用
す
る
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
方
針
も
あ
っ
た
。

開
学
翌
年
の
三
月
の
教
授
会
で
真
島
学
部
長
は
辞
意
を
表
明
し
、
選
挙
の
結

果
化
学
科
の
田
所
哲
太
郎
教
授
が
当
選
し
、
そ
れ
ま
で
学
部
長
の
職
務
を
代
行

し
て
い
た
同
教
授
が
三
月
末
日
付
で
名
実
と
も
に
学
部
長
と
な
っ
た
。

写真１ パリ・リュクサンブール宮殿前の理学部教授候補者たち
（北海道大学附属図書館北方資料室所蔵、１９２９年）
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三

学
部
完
成

開
学
第
二
年
度
の
一
九
三
一
年
に
は
、
附
属
臨
海
実
験
所
の
設
置
、
六
講
座
の
増
設
、
開
学
第
三
年
度
の
一
九
三
二
年
に
は
さ
ら
に

四
講
座
の
増
設
が
あ
り
、
講
座
数
は
計
二
一
講
座
と
な
っ
た
。
最
初
の
構
想
で
は
理
学
部
は
二
五
講
座
、
う
ち
四
講
座
は
工
学
部
又
は

農
学
部
と
の
共
通
講
座
と
な
っ
て
い
た
が
、
文
部
省
か
ら
横
槍
が
入
り
、
結
局
二
一
講
座
で
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

結
果
的
に
は
、
数
学
科
の
代
数
、
物
理
学
科
の
理
論
物
理
と
地
球
物
理
、
動
物
学
科
の
動
物
発
生
の
四
講
座
が
落
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

翌
一
九
三
三
年
三
月
、
第
一
回
卒
業
生
と
し
て
各
学
科
か
ら
計
五
一
名
の
新
理
学
士
が
社
会
に
巣
立
っ
た
。

第
二
節

そ
の
後
の
歩
み
―
―
太
平
洋
戦
争
ま
で
―
―

一

学
部
充
実

不
足
講
座
の
補
充
は
一
九
三
三
年
に
物
理
学
第
五
講
座
（
理
論
物
理
学
）、
一
九
四
一
年
に
数
学
第
四
講
座
（
代
数
学
）
の
開
講
が

認
め
ら
れ
た
。

一
九
四
〇
年
九
月
二
十
七
日
に
一
〇
周
年
記
念
式
典
が
北
大
中
央
講
堂
で
催
さ
れ
た
。
第
一
回
か
ら
第
八
回
ま
で
の
卒
業
生
総
数
は

三
五
三
名
で
、
学
生
定
員
の
八
〇
名
か
ら
す
る
と
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
一
九
四
一
年
度
か
ら
他
学
部
と
同
様
に
定
員
八

〇
名
の
理
類
が
予
科
に
増
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

開
学
式
で
佐
藤
昌
介
総
長
が
述
べ
た
研
究
を
第
一
と
す
る
建
学
精
神
は
着
実
に
根
を
下
ろ
し
、
一
九
三
九
年
数
学
科
功
力
金
二
郎
教

授
に
帝
国
学
士
院
賞
、
一
九
四
〇
年
化
学
科
堀
内
壽
郎
教
授
に
北
大
初
の
恩
賜
賞
、
一
九
四
一
年
物
理
学
科
中
谷
宇
吉
郎
教
授
、
一
九

四
二
年
物
理
学
科
茅
誠
司
教
授
に
そ
れ
ぞ
れ
帝
国
学
士
院
賞
が
授
け
ら
れ
た
。

一
九
三
二
年
北
海
道
帝
国
大
学
学
位
規
程
が
改
正
さ
れ
新
た
に
理
学
博
士
が
加
え
ら
れ
、
創
立
一
〇
周
年
の
一
九
四
〇
年
ま
で
に
二
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〇
名
の
理
学
博
士
が
誕
生
し
た
。
こ
の
中
に
は
第
二
期
の
卒
業
生

も
含
ま
れ
て
い
る
。

二

山
下
生
化
学
研
究
室

一
九
三
八
年
、
山
下
太
郎
氏
（
後
の
ア
ラ
ビ
ア
石
油
社
長
）
よ

り
山
下
生
化
学
研
究
室
（
約
七
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
及
び

設
備
）
が
寄
贈
さ
れ
、
化
学
科
の
生
物
化
学
、
有
機
化
学
講
座
で

使
用
さ
れ
た
。
一
個
人
の
寄
付
し
た
研
究
室
で
科
学
の
発
展
に
大

い
に
寄
与
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
般
の
事
情
で
一
九
七
五
年

使
用
不
許
可
と
な
り
、
四
〇
年
余
の
役
割
を
終
え
た
。

三

非
常
時
か
ら
戦
時
下
の
理
学
部

そ
の
後
軍
国
的
色
彩
が
次
第
に
濃
く
な
り
、
一
九
四
一
年
十
月
に
は
修
業
年
限
の
短
縮
が
行
わ
れ
、
同
年
十
二
月
八
日
対
米
英
宣
戦

布
告
と
な
り
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
。
す
で
に
一
九
三
七
年
軍
籍
に
あ
る
教
官
・
学
生
の
中
か
ら
応
召
者
が
出
始
め
、
こ
の
年
早

く
も
戦
死
者
が
出
た
。
太
平
洋
戦
争
突
入
後
学
内
外
は
戦
時
色
一
色
に
被
わ
れ
た
。
一
九
四
五
年
に
な
る
と
多
く
の
学
生
が
東
京
の
工

場
に
出
動
し
、
研
究
室
の
疎
開
が
始
ま
り
、
七
月
に
は
学
徒
戦
闘
隊
が
結
成
さ
れ
た
。
同
年
八
月
十
五
日
正
午
、
太
平
洋
戦
争
は
終
結

し
た
。

理
学
部
開
学
直
後
の
一
九
三
〇
年
九
月
に
、
教
職
員
学
生
の
親
睦
機
関
「
理
学
部
会
」
が
発
会
し
た
。
こ
れ
は
一
九
四
一
年
に
北
大

報
国
会
理
学
部
分
会
に
改
組
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
。『
理
学
部
会
誌
』
の
創
刊
号
が
一
九
三
二
年
に
発
行
さ
れ
、
一
九
三
七
年
第
六

写真２ 山下生化学研究室の石版
（同研究室建物正面玄関に
飾られていたが現在は理学
部本館生物化学研究室の廊
下に保存されている）
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号
ま
で
順
調
に
続
い
た
。
そ
の
後
三
年
間
の
空
白
の
後
一
九
四
〇
年
に
創
立
一
〇
周
年
記
念
号
と
し
て
復
刊
さ
れ
た
。
報
国
会
は
終
戦

と
同
時
に
自
然
消
滅
し
た
形
と
な
っ
た
。
理
学
部
同
窓
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
戦
後
も
一
九
五
〇
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
教
職
員

の
み
を
対
象
と
し
た
理
学
部
教
職
員
親
睦
会
は
一
九
三
〇
年
十
二
月
に
結
成
さ
れ
、
こ
れ
は
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。

第
三
節

新
制
大
学
の
発
足

一

戦
後
の
大
学
改
革
と
北
大
教
養
課
程

一
九
四
五
年
十
月
連
合
軍
総
司
令
部
か
ら
軍
国
主
義
の
排
除
と
新
教
育
の
発
足
に
当
た
っ
て
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
同
年
十
一
月
、

今
裕
総
長
に
代
わ
っ
て
、
伊
藤
誠
哉
教
授
が
総
長
の
任
に
つ
い
た
。
伊
藤
総
長
は
全
学
に
対
し
て
、
学
内
改
革
に
関
す
る
意
見
を
求
め

た
。
改
革
研
究
の
動
き
は
全
体
と
し
て
見
れ
ば
理
学
部
中
心
の
感
が
あ
っ
た
。
伊
藤
総
長
は
学
内
で
の
検
討
の
内
容
を
持
っ
て
全
国
大

学
総
長
会
議
に
出
席
し
、
そ
の
報
告
が
翌
年
二
月
の
評
議
会
で
紹
介
さ
れ
て
、
大
学
改
革
の
論
議
は
ま
す
ま
す
活
発
と
な
っ
た
。

一
九
四
七
年
三
月
、
総
長
自
ら
が
会
長
と
な
っ
て
本
学
に
「
大
学
制
度
審
議
会
」
が
誕
生
し
た
。
学
内
で
の
論
議
を
へ
て
四
月
に
は

審
議
会
案
と
し
て
「
大
学
制
度
改
革
案
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
九
月
に
は
学
内
に
配
布
さ
れ
た
。
こ
の
案
の
特
徴
は
、「
政
府
は
金
は
出

す
が
、
口
は
出
さ
な
い
」
を
原
則
と
し
、
地
方
文
化
の
向
上
、
地
方
民
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
、
専
門
教
育
機
関
（
大
学
）
と
研

究
機
関
（
大
学
院
）
の
両
方
の
性
格
を
持
つ
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
教
官
選
考
の
機
構
に
つ
い
て
は
結
論
を
得
ず
、
最

終
的
に
は
運
営
委
員
会
に
検
討
が
ま
か
さ
れ
た
。
一
九
四
八
年
二
月
に
「
大
学
設
置
準
備
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
委
員
は
学
長

（
一
九
四
七
年
九
月
北
海
道
帝
国
大
学
か
ら
北
海
道
大
学
に
改
称
、
総
長
は
学
長
に
変
わ
っ
た
）、
学
部
長
、
研
究
所
長
そ
の
他
で
あ
っ

た
。
一
般
教
養
科
目
の
制
定
、
担
当
教
官
の
選
定
、
教
養
科
の
組
織
の
決
定
を
順
次
行
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
で
「
教
養
科
の
教
育

の
教
育
主
体
は
自
然
科
学
系
で
は
理
学
部
に
、
人
文
、
社
会
科
学
系
で
は
法
文
学
部
に
あ
る
」
と
の
方
針
を
決
定
し
て
い
る
。
初
年
度
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の
入
学
試
験
は
理
学
部
長
が
責
任
者
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
教
養
部
で
は
と
り
あ
え
ず
学
生
は
入
学
後
二
カ
年
の
間
い
ず
れ
の
学
部

に
も
属
さ
ず
、
主
と
し
て
一
般
教
養
科
目
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
前
提
と
し
て
理
学
部
・
法
文
学
部
を
主
と
し
た
教
養

教
育
機
構
が
整
え
ら
れ
た
。

二

北
大
教
養
部
と
理
学
部

一
九
四
九
年
五
月
三
十
一
日
新
制
北
海
道
大
学
が
発
足
し
た
。
入
学
試
験
は
五
月
十
七
日
、
入
学
式
は
七
月
二
十
八
日
、
夏
休
み
を

返
上
し
て
八
月
一
日
か
ら
新
学
期
が
開
始
さ
れ
た
。
予
科
は
翌
年
三
月
最
終
学
年
を
各
学
部
に
送
り
だ
し
て
完
全
に
消
滅
し
た
。
教
養

学
科
は
人
選
を
終
わ
り
発
足
し
た
け
れ
ど
も
他
大
学
と
同
様
に
学
科
目
と
な
っ
た
。
一
九
五
一
年
四
月
に
は
理
学
部
市
川
純
彦
教
授
が

初
代
一
般
教
養
部
長
に
任
命
さ
れ
、
同
時
に
教
養
部
教
官
会
議
が
設
け
ら
れ
た
。
構
成
は
一
般
教
養
担
当
教
官
と
各
学
部
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
三
名
以
内
選
出
さ
れ
た
代
表
教
官
よ
り
な
っ
た
。
事
務
機
構
も
本
部
か
ら
独
立
し
た
。

教
養
部
の
運
営
は
一
九
九
五
年
の
廃
止
ま
で
一
九
五
二
年
六
月
に
学
内
規
程
と
し
て
成
文
化
さ
れ
た
「
本
学
一
般
教
育
の
実
施
要
領

―
一
般
教
養
部
の
機
構
と
運
営
」
に
よ
っ
た
。
一
方
、
新
制
学
部
の
講
座
制
は
遅
れ
て
一
九
五
四
年
九
月
、
文
部
省
令
を
も
っ
て
定
め

ら
れ
た
。

第
四
節

理
学
研
究
科
の
変
遷

理
学
部
は
一
九
三
三
年
の
第
一
回
卒
業
生
の
う
ち
か
ら
同
年
六
月
に
大
学
院
（
旧
制
）
に
入
学
す
る
も
の
が
六
学
科
に
各
数
名
ず
つ

あ
り
、
中
に
は
選
ば
れ
て
「
特
選
給
費
生
」
と
な
っ
て
奨
学
金
の
支
給
を
受
け
た
学
生
も
若
干
名
い
た
。
戦
時
中
の
一
九
四
三
年
に
「
大

学
院
特
別
研
究
生
」
制
度
が
し
か
れ
、
そ
の
後
「
大
学
院
特
別
奨
学
生
」
制
度
に
切
り
替
え
ら
れ
て
、
そ
れ
ま
で
の
完
全
支
給
の
奨
学
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金
が
一
九
五
一
年
よ
り
貸
与
の
た
て
ま
え
と
な
っ
た
。

新
制
の
大
学
院
理
学
研
究
科
の
発
足
は
一
九
五
三
年
四
月
で
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
地
質
学
鉱
物
学
、
植
物
学
、
動
物
学
の
六
専

攻
か
ら
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
一
九
五
七
年
地
球
物
理
学
、
一
九
六
三
年
高
分
子
学
、
一
九
六
七
年
化
学
第
二
の
各
専
攻
が
加
わ
っ
た
。

一
九
六
一
年
度
に
入
り
、
旧
制
の
学
位
請
求
者
は
急
増
し
、
こ
の
年
度
に
は
二
九
十
余
件
を
審
査
し
た
。
理
学
部
開
学
以
来
、
理
学

博
士
（
旧
制
）
の
学
位
授
与
者
は
六
三
二
名
に
達
し
た
（『
理
学
部
五
十
年
史
』
四
五
五
ペ
ー
ジ
）。
一
九
五
九
年
、
理
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
者
の
学
位
授
与
手
続
の
申
し
合
わ
せ
が
制
定
さ
れ
、
初
め
て
の
新
制
大
学
博
士
論
文
が
受
理
さ
れ
た
。

第
五
節

理
学
部
の
改
組
拡
充

一

各
学
科
の
講
座
新
設

数
学
科

新
た
に
多
様
体
論
講
座
、
関
数
論
講
座
、
位
相
解
析
学
講
座
、
整
数
論
講
座
の
四
講
座
が
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
七
〇
年
に

か
け
て
新
設
さ
れ
た
。

物
理
学
科

原
子
核
講
座
が
一
九
五
八
年
に
開
設
さ
れ
た
。

化
学
科

一
九
五
二
年
に
有
機
合
成
化
学
講
座
が
開
設
さ
れ
た
が
、
後
に
「
有
機
第
二
講
座
」
と
改
め
ら
れ
た
。

動
物
学
科

動
物
生
理
学
講
座
が
一
九
五
五
年
に
設
置
さ
れ
た
。

二

三
学
科
の
新
設

地
球
物
理
学
科

理
学
部
創
設
の
予
定
講
座
の
中
に
は
地
球
物
理
学
講
座
が
入
っ
て
い
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
戦
後
物
理
学
教
室

で
の
地
球
物
理
学
研
究
が
活
発
化
し
、
た
ま
た
ま
一
九
五
二
年
十
勝
沖
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
り
、
翌
年
に
地
球
物
理
学
科
四
講
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座
が
認
め
ら
れ
た
。
一
九
五
三
年
地
球
物
理
学
第
一
講
座
か
ら
順
次
開
設
さ
れ
、
四
講
座
が
三
年
で
完
成
し
た
。

高
分
子
学
科

学
科
新
設
計
画
は
一
九
五
七
年
古
市
二
郎
教
授
（
物
理
学
科
）
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。
ほ
ぼ
同
時
に
高
分
子
化
学
科

新
設
を
計
画
し
て
い
た
大
阪
大
学
理
学
部
と
連
携
し
て
実
現
を
図
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
五
九
年
に
高
分
子
学
科
五
講
座
が
認
め
ら

れ
、
基
礎
高
分
子
物
理
学
講
座
開
設
を
も
っ
て
発
足
し
た
。
順
次
、
講
座
増
設
さ
れ
一
九
六
五
年
に
完
成
し
た
。

化
学
第
二
学
科

一
九
六
二
年
理
学
部
長
を
委
員
長
と
す
る
化
学
第
二
学
科
設
置
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
八
講
座
か
ら
な
る
化
学
第
二

学
科
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
文
部
省
に
認
め
ら
れ
、
一
九
六
三
年
に
新
学
科
が
誕
生
し
た
。
一
九
六
六
年
ま
で
に
七
講
座
が
開

設
さ
れ
た
が
、
残
さ
れ
た
反
応
論
講
座
は
遅
れ
て
一
九
六
九
年
に
開
設
さ
れ
た
。

三

研
究
施
設
の
拡
充
と
新
設

附
属
臨
海
実
験
所

寒
流
系
の
臨
海
実
験
所
と
し
て
厚
岸
に
設
置
さ
れ
た
。
着
工
一
九
二
九
年
、
一
応
の
完
成
は
一
九
三
一
年
で
あ
っ

た
。
教
官
定
員
は
当
初
助
手
一
名
の
み
で
あ
っ
た
が
一
九
七
六
年
の
時
点
で
教
授
一
名
、
助
教
授
一
名
、
助
手
二
名
、
計
四
名
に
事
務

官
・
技
官
を
加
え
て
計
一
一
名
の
所
員
が
勤
務
し
、
約
八
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
、
大
小
四
隻
の
採
集
船
が
あ
る
。

附
属
海
藻
研
究
施
設

一
九
三
三
年
室
蘭
の
地
に
発
足
し
た
。
一
九
七
六
年
現
在
で
地
上
二
階
地
下
一
階
の
建
物
に
研
究
室
四
、
実
験

室
二
、
そ
の
他
と
、
採
集
用
の
船
外
機
付
磯
舟
が
あ
る
。
一
九
六
六
年
教
授
・
助
教
授
・
助
手
の
定
員
が
認
め
ら
れ
、
一
九
七
六
年
現

在
で
は
教
官
三
名
に
事
務
官
・
技
官
を
含
め
計
六
名
が
勤
務
し
て
い
る
。

実
験
用
動
物
研
究
室

一
九
五
七
年
実
験
用
動
物
の
系
統
保
存
と
育
成
を
目
的
と
し
て
、
実
験
用
動
物
研
究
室
が
発
足
し
た
。
一
九
六

三
年
学
内
共
同
利
用
施
設
と
な
っ
た
が
、
管
理
運
営
は
動
物
学
科
動
物
形
態
学
講
座
が
当
た
っ
た
。
一
九
七
六
年
現
在
、
四
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
の
地
上
地
下
各
一
階
の
建
物
で
ラ
ッ
ト
な
ど
計
三
九
系
統
が
近
交
系
と
し
て
飼
育
維
持
さ
れ
て
い
る
。

計
算
セ
ン
タ
ー

一
九
六
三
年
に
認
可
さ
れ
た
計
算
セ
ン
タ
ー
は
全
学
共
同
利
用
の
施
設
で
あ
る
が
、
管
理
部
局
は
理
学
部
と
な
っ
た
。
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職
員
は
技
官
二
名
、
非
常
勤
の
パ
ン
チ
ャ
ー
二
名
の
計
四
名
で
発
足
し
た
。
一
九
七
〇
年
本
学
に
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、

本
セ
ン
タ
ー
は
学
生
の
教
育
実
習
を
目
的
と
し
て
新
た
に
計
算
機
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足
し
た
（『
北
大
百
年
史
』
通
説
、
四
八

二
ペ
ー
ジ
）。

極
低
温
液
化
セ
ン
タ
ー

一
九
六
五
年
学
内
共
同
利
用
施
設
の
指
定
を
受
け
、
一
九
六
八
年
液
化
室
と
実
験
室
の
建
設
、
一
九
七
三
年

機
器
設
置
に
伴
う
増
築
を
行
っ
た
。
一
九
七
六
年
現
在
技
官
二
名
、
技
術
補
助
員
一
名
で
、
月
五
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
の
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
と

一
万
一
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
の
液
体
窒
素
を
各
部
局
に
供
給
し
て
い
る
。

附
属
動
物
染
色
体
研
究
施
設

一
九
六
九
年
に
理
学
部
に
設
置
さ
れ
た
。
染
色
体
の
研
究
は
理
学
部
創
設
当
初
か
ら
動
物
形
態
学
講
座

に
お
い
て
活
発
に
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
同
施
設
の
発
足
は
同
講
座
で
染
色
体
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
職
員
、
大
学
院
生
、
研
究
生
が

分
離
独
立
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。

附
属
浦
河
地
震
観
測
所

一
九
六
六
年
理
学
部
附
属
の
施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
助
手
一
名
、
技
官
一
名
の
定
員
を
持
つ
。
一
九
七

〇
年
に
は
微
小
地
震
移
動
観
測
班
が
助
手
一
名
、
技
官
一
名
の
定
員
で
同
観
測
所
内
に
設
置
さ
れ
た
。
高
感
度
地
震
計
を
有
す
る
地
震

観
測
を
担
当
し
、
観
測
資
料
は
国
際
地
震
セ
ン
タ
ー
に
送
付
さ
れ
る
ほ
か
、
広
く
国
内
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

附
属
え
り
も
地
殻
変
動
観
測
所

一
九
七
〇
年
に
え
り
も
町
に
設
置
さ
れ
た
。
日
本
の
地
震
予
知
研
究
計
画
の
中
で
、
大
学
は
地
殻
変

動
の
連
続
観
測
分
野
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
観
測
所
は
土
地
の
伸
縮
傾
斜
と
地
震
発
生
の
関
連
を
観
測
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
助
手
一
名
、
技
官
一
名
の
定
員
を
も
つ
。

附
属
札
幌
地
震
観
測
所

一
九
七
二
年
豊
平
川
上
流
の
簾
舞
に
設
置
さ
れ
た
。
日
本
の
地
震
予
知
研
究
計
画
の
一
環
と
し
て
札
幌
周
辺

の
微
小
地
震
の
観
測
を
主
目
的
と
す
る
。
助
手
一
名
、
技
官
一
名
の
定
員
を
も
つ
。

附
属
地
震
予
知
観
測
地
域
セ
ン
タ
ー

日
本
の
地
震
予
知
研
究
計
画
の
中
で
北
海
道
地
区
に
お
け
る
各
種
観
測
を
統
括
す
る
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
一
九
七
六
年
に
設
置
さ
れ
た
。
助
手
一
名
、
技
官
一
名
の
定
員
で
、
北
海
道
内
九
カ
所
の
観
測
地
点
か
ら
の
デ
ー
タ
を
集
中
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記
録
し
、
資
料
解
析
、
保
存
を
行
う
ほ
か
、
基
礎
研
究
も
行
う
。

第
六
節

大
学
紛
争
と
理
学
部

一
九
六
九
年
頃
か
ら
全
国
的
に
大
学
紛
争
が
起
こ
っ
た
。
理
学
部
も
例
外
で
は
な
く
、
投
石
な
ど
が
周
辺
で
行
わ
れ
た
。
特
に
教
養

部
で
の
封
鎖
が
学
年
進
行
に
伴
っ
て
学
部
教
育
に
影
響
す
る
事
態
と
な
り
、
一
九
六
九
年
に
は
例
年
十
月
に
行
わ
れ
る
学
部
移
行
が
出

来
ず
、
翌
年
の
四
月
中
旬
ま
で
遅
れ
た
。
こ
れ
ら
の
学
生
に
対
し
て
の
講
義
、
実
験
で
は
か
な
り
の
無
理
を
教
官
学
生
の
双
方
に
強
い

る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
七
一
年
ま
で
の
間
に
徐
々
に
収
拾
さ
れ
て
い
っ
た
。

第
二
章

そ
の
後
の
二
五
年

第
一
節

教
養
課
程
と
理
学
部

一

入
学
試
験
制
度
の
移
り
変
わ
り
と
学
生
編
成

教
養
課
程
の
改
革
は
、
す
で
に
昭
和
三
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
検
討
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
大
学
紛
争
を
き
っ
か
け
と
し
て
そ
の
後
全

学
的
な
改
革
論
議
が
本
格
化
し
た
。
一
九
七
六
年
六
月
に
は
一
般
教
育
特
別
委
員
会
・
教
養
課
程
特
別
委
員
会
の
報
告
書
が
合
本
に
ま

と
め
ら
れ
、『
北
海
道
大
学
教
養
課
程
の
改
革
に
つ
い
て
―
一
般
教
育
の
検
討
と
新
機
構
の
設
置
―
（
附
）
教
養
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
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ム
案
』
と
し
て
全
学
に
配
付
さ
れ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
つ
い
て
は
、
そ
の
後
実
施
に
む
け
た
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
一
九
七
九
年
度
か

ら
新
た
な
学
生
編
成
に
よ
る
教
育
課
程
が
開
始
さ
れ
た
。
入
学
試
験
の
募
集
は
、
そ
れ
ま
で
文
類
、
理
類
、
水
産
類
、
医
学
進
学
課
程
、

歯
学
進
学
課
程
の
五
つ
の
区
分
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
う
ち
文
類
を
文
Ⅰ
系
、
文
Ⅱ
系
、
文
Ⅲ
系
、
理
類
を
理
Ⅰ
系
、
理
Ⅱ
系
、

理
Ⅲ
系
に
細
分
化
し
、
水
産
類
を
水
産
系
に
改
称
し
、
七
系
二
課
程
か
ら
な
る
中
縦
割
り
の
学
生
編
成
に
従
う
募
集
に
改
め
た
。
七
系

の
学
生
は
、
二
年
前
期
を
終
了
し
た
時
点
で
学
部
の
各
学
科
に
分
属
し
た
。
七
系
二
課
程
制
度
は
、
そ
の
後
学
生
の
臨
時
増
募
等
に
対

応
す
る
改
訂
や
移
行
制
度
の
見
直
し
な
ど
を
経
な
が
ら
、
一
九
九
五
年
の
教
養
部
廃
止
ま
で
続
い
た
。

二

学
科
目
の
新
設
と
大
講
座
化

教
養
課
程
の
改
革
論
議
の
中
で
、
基
礎
教
育
に
よ
り
代
替
で
き
な
い
純
粋
な
教
養
教
育
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
理

系
で
は
「
科
学
史
」、「
科
学
方
法
論
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
論
議
を
背
景
に
「
科
学
方
法
論
」
設
置
の
概
算
要
求
が
、

従
前
と
は
異
な
り
教
養
部
か
ら
提
出
さ
れ
、
一
九
七
九
年
に
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
後
、
理
学
部
が
そ
の
責
任
部
局
と
な
っ
た
。
一
方
、

一
九
七
七
年
三
月
に
は
「
教
養
課
程
改
革
調
査
室
」
が
設
置
さ
れ
、
同
調
査
室
で
は
学
科
目
教
官
の
研
究
条
件
改
善
の
た
め
「
学
科
目

は
各
学
部
に
所
属
の
ま
ま
講
座
化
し
、
教
養
教
育
を
実
施
す
る
組
織
と
し
て
定
員
を
も
た
な
い
学
科
目
か
ら
な
る
『
総
合
教
育
部
』
を

作
る
」
こ
と
を
骨
子
と
す
る
案
を
ま
と
め
た
。
こ
の
案
が
全
学
の
合
意
を
得
て
、
講
座
化
の
第
一
段
と
し
て
学
科
目
物
理
学
の
大
講
座

化
が
実
現
し
、
一
九
八
一
年
四
月
に
理
論
物
理
学
講
座
（
教
授
三
、
助
教
授
三
）、
一
九
八
二
年
四
月
に
実
験
物
理
学
講
座
（
教
授
二
、

助
教
授
二
、
助
手
三
）
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
理
学
部
関
係
の
学
科
目
の
大
講
座
化
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。
一
九
八
五
年
四

月
に
学
科
目
化
学
が
環
境
化
学
講
座
（
教
授
六
、
助
教
授
七
、
助
手
三
）
と
し
て
、
一
九
八
七
年
五
月
に
学
科
目
数
学
が
応
用
数
理
講

座
（
教
授
八
、
助
教
授
九
、
講
師
三
）
と
し
て
、
一
九
八
九
年
五
月
に
学
科
目
生
物
学
が
細
胞
生
物
学
講
座
（
教
授
五
、
助
教
授
四
、

講
師
一
、
助
手
三
）
と
し
て
、
一
九
九
一
年
四
月
に
地
学
、
自
然
科
学
概
論
、
科
学
方
法
論
の
三
学
科
目
が
統
合
さ
れ
地
球
変
遷
学
講
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座
（
教
授
二
、
助
教
授
三
、
講
師
一
、
助
手
二
）
と
し
て
、
大
講
座
化
さ
れ
た
。

一
般
教
育
等
「
人
類
学
」
は
、
従
来
理
学
部
が
そ
の
責
任
部
局
で
あ
っ
た
が
、
文
学
部
の
大
講
座
化
に
参
加
す
る
た
め
一
九
八
一
年

四
月
に
廃
止
さ
れ
、
担
当
教
官
は
理
学
部
か
ら
文
学
部
に
配
置
換
え
と
な
っ
た
。

一
般
教
育
等
「
統
計
学
」
は
、
一
九
八
二
年
理
学
部
長
と
経
済
学
部
長
と
の
合
意
に
よ
り
、
文
系
学
生
に
対
す
る
「
統
計
学
Ｉ
」
は

経
済
学
部
が
担
当
し
、
理
系
学
生
に
対
す
る
「
統
計
学
Ⅱ
」
は
理
学
部
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
九
六
年
度
か
ら
は
経
済
学

部
を
責
任
部
局
と
す
る
よ
う
に
統
一
さ
れ
、
担
当
教
官
の
配
置
換
え
が
行
わ
れ
た
。

第
二
節

学
部

一

学
部
一
貫
教
育

一
九
九
五
年
四
月
か
ら
、
学
部
別
学
生
募
集
と
と
も
に
四
年
間
学
部
一
貫
教
育
が
始
ま
り
、
理
学
部
の
学
部
編
成
は
数
学
科
（
設
置

一
九
九
五
年
四
月
）
・
物
理
学
科
（
同
一
九
九
四
年
六
月
）
・
化
学
科
（
同
一
九
九
五
年
四
月
）
・
生
物
科
学
科
（
同
一
九
九
三
年
四

月
）
・
地
球
科
学
科
（
同
一
九
九
四
年
六
月
）
の
五
学
科
と
な
っ
た
。
生
物
科
学
科
お
よ
び
地
球
科
学
科
に
は
そ
れ
ぞ
れ
生
物
学
（
同

一
九
九
三
年
四
月
）
・
高
分
子
機
能
学
（
同
一
九
九
三
年
四
月
）
お
よ
び
地
球
惑
星
物
質
科
学
（
同
一
九
九
三
年
四
月
）
・
地
球
物
理

学
（
同
一
九
九
四
年
六
月
）
の
二
つ
の
学
科
目
が
設
け
ら
れ
た
。
理
学
部
入
学
者
は
一
年
次
で
は
数
理
系
・
物
理
系
・
化
学
系
・
生
物

系
の
四
系
の
い
ず
れ
か
に
所
属
し
、
一
年
後
に
学
科
（
学
科
目
）
に
分
属
し
た
。
各
系
と
分
属
学
科
の
関
係
お
よ
び
受
入
れ
学
生
数
は

表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
理
学
部
に
お
け
る
専
門
教
育
科
目
は
上
記
の
五
学
科
（
七
学
科
目
）
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

各
学
部
で
の
専
門
教
育
科
目
以
外
の
科
目
は
「
全
学
教
育
科
目
」
と
し
て
、
複
数
学
部
の
学
生
を
対
象
に
開
講
さ
れ
、
理
学
部
は
理
系

の
「
全
学
教
育
科
目
」
の
責
任
部
局
と
な
っ
た
。
一
九
九
六
年
度
か
ら
基
本
的
に
は
専
門
課
程
担
当
教
官
を
含
め
た
学
部
の
全
教
官
が
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２０００年度

計

５０

９４

１１１

４５

３００

受入れ
予定数

４８
２
２
３３
４
１０
（３）
（７）
４５［５］
（１５）
（３０）
７１［８］
３０
（５）
（２５）
１０
（１０）
０
４０
（３２）
（８）
５
（５）

１９９８年度

計

５０

９３

１０３

５４

３００

受入れ
予定数

４８
２
２
３３
８
１０
（３）
（７）
４０
（１０）
（３０）
６３
３０
（５）
（２５）
１０
（１０）
４
４０
（３２）
（８）
１０
（１０）

１９９５年度

計

５４

９８

１０３

５５

３１０

受入れ
予定数

５１
３
５
３３
１０
１０
（３）
（７）
４０
（１０）
（３０）
６３
３０
（５）
（２５）
１０
（１０）
５
４０
（３２）
（８）
１０
（１０）

学 科

数 学 科
物 理 学 科
数 学 科
物 理 学 科
化 学 科
生 物 科 学 科
（ 生 物 学 ）
（ 高 分 子 機 能 学 ）
地 球 科 学 科
（地球惑星物質科学）
（ 地 球 物 理 学 ）
化 学 科
生 物 科 学 科
（ 生 物 学 ）
（ 高 分 子 機 能 学 ）
地 球 科 学 科
（地球惑星物質科学）
化 学 科
生 物 科 学 科
（ 生 物 学 ）
（ 高 分 子 機 能 学 ）
地 球 科 学 科
（地球惑星物質科学）
合 計

系

数 理 系

物 理 系

化 学 系

生 物 系

表１ 系および受入れ学生数

（ ）は学科目の受入れ数で内数。
［ ］は２０００年度推薦入学の募集人員で内数。
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「
全
学
教
育
科
目
」
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
、「
教
養
部
教
官
」
と
専
門
課
程
教
官
の
区
別
は
全
く
な
く
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
度
に

は
学
部
一
貫
教
育
、
と
く
に
「
全
学
教
育
科
目
」
の
見
直
し
を
行
い
、
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
は
「
全
学
教
育
科
目
」
を
教
養
科
目
と
基

礎
科
目
に
二
分
し
た
。
理
学
部
の
入
学
定
員
は
一
九
七
七
年
度
は
二
七
〇
名
で
あ
っ
た
が
、
漸
次
増
員
し
、
一
九
九
一
年
度
に
は
三
〇

〇
名
と
な
っ
た
。
一
九
九
二
年
度
に
は
臨
時
増
募
に
よ
り
二
〇
名
増
員
し
た
が
、
増
募
解
除
に
よ
り
一
九
九
五
年
度
お
よ
び
一
九
九
八

年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
名
減
員
し
、
二
〇
〇
一
年
度
現
在
三
〇
〇
名
と
な
っ
て
い
る
。

二

学
部
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編

学
部
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
は
適
宜
行
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
一
九
九
五
年
度
以
降
の
学
部
一
貫
教
育
体
制
あ
る
い
は
大
学
院
重

点
化
な
ど
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
、
専
門
教
育
の
一
部
が
低
学
年
に
お
り
て
く
る
一
方
、
一
部
は
大
学
院
修
士
課
程
に
移
さ
れ
る
傾
向
が

あ
る
。
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
は
そ
れ
ま
で
四
系
間
で
不
統
一
で
あ
っ
た
全
学
教
育
科
目
の
卒
業
必
要
単
位
数
を
四
八
単
位
以
上
に
統
一

し
た
。

数
学
科

学
年
に
関
係
な
く
学
生
の
個
性
と
興
味
に
応
じ
た
科
目
選
択
を
す
る
自
由
度
が
増
す
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
正
し
た
。

物
理
学
科

一
、
二
年
次
に
基
礎
専
門
科
目
を
組
み
込
ん
だ
。
こ
の
た
め
特
別
講
義
を
除
く
講
義
・
演
習
科
目
三
六
科
目
が
四
一
科
目

に
増
加
し
た
。
教
養
部
に
お
け
る
一
般
教
育
科
目
を
専
門
教
育
科
目
に
置
き
換
え
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
授
業
科
目
が
体
系
化
さ
れ

整
理
統
合
が
進
ん
だ
。
物
理
学
の
基
礎
と
し
て
の
標
準
的
内
容
は
必
修
科
目
と
し
、
二
年
次
・
三
年
次
で
終
了
す
る
よ
う
に
し
た
。

化
学
科
（
化
学
科
・
化
学
第
二
学
科
）

一
九
六
四
年
の
化
学
第
二
学
科
の
専
門
教
育
開
始
以
来
、
両
学
科
は
共
同
し
て
学
部
教
育
に

当
た
っ
て
き
た
。
一
九
八
四
年
か
ら
と
く
に
化
学
第
二
学
科
は
「
化
学
を
基
礎
と
す
る
学
科
と
い
う
基
本
線
を
維
持
し
つ
つ
、
化
学
物

理
系
と
生
体
化
学
系
の
二
分
野
を
指
向
し
た
教
育
を
進
め
、
広
い
分
野
の
専
門
家
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

基
づ
く
学
部
教
育
を
化
学
科
の
協
力
も
得
て
始
め
た
。
一
九
九
五
年
四
月
旧
化
学
科
と
旧
化
学
第
二
学
科
は
化
学
科
と
し
て
新
発
足
し
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た
。
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
学
生
の
選
択
の
自
由
度
を
増
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

生
物
科
学
科
（
生
物
学
科
・
高
分
子
学
科
）

生
物
学
科
は
動
物
学
と
植
物
学
の
二
専
攻
が
別
個
に
教
育
を
行
っ
て
き
た
が
、
一
九
九

三
年
に
生
物
科
学
科
に
学
科
目
生
物
学
が
設
置
さ
れ
た
際
に
、
両
専
攻
共
通
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
採
用
さ
れ
た
。
一
九
九
五
年

の
学
部
縦
割
り
実
施
の
折
り
に
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
若
干
の
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
高
分
子
学
科
で
は
一
九
八
四
年
に
学
生
の
負

担
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
必
修
で
あ
っ
た
基
礎
的
な
化
学
・
物
理
学
の
講
義
を
す
べ
て
選
択
と
し
、
必
修
科
目
は
学
生
実
験
、

卒
業
研
究
な
ど
の
少
数
に
押
さ
え
る
な
ど
の
改
正
を
行
っ
た
。
一
九
九
三
年
に
生
物
科
学
科
に
学
科
目
高
分
子
機
能
学
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
対
応
し
て
、
一
九
九
四
年
お
よ
び
一
九
九
五
年
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
面
的
に
見
直
し
て
高
分
子
科
学
系
科
目
の
大
幅
な
廃
止

縮
小
と
生
化
学
系
科
目
の
新
設
増
加
が
図
ら
れ
た
。

地
球
科
学
科
（
地
質
学
鉱
物
学
科
・
地
球
物
理
学
科
）

地
質
学
鉱
物
学
科
で
は
、
一
九
九
五
年
度
に
専
門
基
礎
科
目
の
一
部
を
二
年

次
に
組
み
込
ん
だ
。
一
九
九
九
年
度
入
学
者
か
ら
は
必
修
科
目
（
四
〇
な
い
し
四
四
単
位
）
を
廃
止
し
、
選
択
必
修
と
し
て
学
生
の
選

択
を
自
由
に
し
た
。
地
球
物
理
学
科
で
は
、
一
九
八
六
年
度
に
必
修
科
目
を
五
四
単
位
か
ら
四
二
単
位
に
、
一
九
九
一
年
度
入
学
者
か

ら
は
二
八
単
位
に
、
さ
ら
に
一
九
九
九
年
度
入
学
者
か
ら
は
一
八
単
位
に
減
ら
し
た
。
両
学
科
は
一
九
九
五
年
度
の
学
部
一
貫
教
育
体

制
へ
の
移
行
に
対
応
し
て
教
育
課
程
の
見
直
し
を
行
い
、
新
設
さ
れ
た
二
つ
の
学
科
目
間
で
の
授
業
科
目
の
調
整
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

改
定
、
専
門
基
礎
科
目
の
一
、
二
年
次
へ
の
組
み
込
み
な
ど
を
行
っ
た
。

三

多
様
化
す
る
学
生
選
抜

三
年
次
編
入
学
制
度

大
学
な
ど
に
入
っ
て
か
ら
物
理
学
や
地
球
惑
星
科
学
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
は
じ
め
た
学
生
を
広
く
募
集
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
学
生
が
在
学
生
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
一
九
九
四
年
度
か
ら
物
理
学
科
お
よ
び
地
球
科
学
科（
学

科
目
地
球
惑
星
物
質
科
学
）
で
導
入
さ
れ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
に
よ
り
専
門
科
目
が
二
年
次
に
お
り
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
編
入
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学
生
に
と
っ
て
は
履
修
上
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
問
題
点
も
あ
る
。

推
薦
入
学

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
、
化
学
科
お
よ
び
地
球
科
学
科
（
学
科
目
地
球
惑
星
物
質
科
学
）
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
八
名
お
よ
び

五
名
の
推
薦
入
学
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
、
近
年
よ
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
大
学
入
学
動
機
と
入
学
後
の
進
路
選
択
の
齟
齬
を
解

消
す
る
こ
と
や
化
学
や
地
球
惑
星
科
学
へ
の
優
れ
た
資
質
と
積
極
的
な
意
欲
を
も
つ
個
性
豊
か
な
学
生
を
選
抜
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
選
抜
は
第
一
次
選
考
（
調
査
書
、
出
身
学
校
長
の
推
薦
書
お
よ
び
志
望
理
由
書
に
よ
る
選
考
）
と
第
二
次
選
考
（
小
論
文
お

よ
び
面
接
）
に
よ
り
行
う
。
推
薦
入
学
実
施
の
宣
伝
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
と
全
国
の
主
要
進
学
校
へ
の
送
付
、
各
教
官
に
よ
る
道
内
主
要

高
等
学
校
の
訪
問
な
ど
、
推
薦
入
試
制
の
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
度
以
降
、
推
薦
入
試
は
新
設
さ
れ
た
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
も
と
で
始
ま
っ
た
Ａ
Ｏ
入
試
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

四

高
校
生
向
け
公
開
講
座

最
近
の
生
徒
に
見
ら
れ
る
「
理
科
離
れ
」
の
解
消
、
理
学
に
意
欲
を
も
つ
生
徒
の
掘
り
お
こ
し
、
お
よ
び
理
学
部
に
お
け
る
教
育
・

研
究
の
広
報
を
目
的
と
し
て
、
高
校
生
向
け
公
開
講
座
が
開
始
さ
れ
た
。
化
学
科
の
一
九
八
七
年
が
最
初
で
あ
る
。
理
学
部
と
し
て
は

一
九
九
一
年
か
ら
夏
休
み
に
道
内
高
校
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
当
初
は
学
科
紹
介
程
度
で
あ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
内
容
を
充
実

し
、
各
分
野
の
最
近
の
話
題
や
最
前
線
の
研
究
紹
介
、
教
官
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
実
験
あ
る
い
は
高
校
生
に
よ
る
実
験
な

ど
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
全
学
的
に
行
わ
れ
る
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
も
行
っ
て
い
る
。
数
学

科
で
は
一
九
九
四
年
以
来
夏
休
み
に
全
道
の
高
校
生
を
対
象
に
「
高
校
生
の
た
め
の
数
学
夏
季
講
座
」
を
開
催
し
て
お
り
、
一
九
九
六

年
か
ら
は
札
幌
（
三
日
間
）
お
よ
び
他
の
一
都
市
（
二
日
間
）
で
行
っ
て
い
る
。
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五

講
座
の
新
設

一
九
七
五
年
以
降
の
各
学
科
の
講
座
新
設
は
、
既
述
の
学
科
目
の
大
講
座
化
に
伴
う
も
の
の
他
に
、
以
下
の
も
の
が
あ
っ
た
。

地
球
物
理
学
科
海
洋
物
理
学
講
座

一
九
八
〇
年
四
月
、
教
授
一
名
、
助
教
授
一
名
、
助
手
一
名
で
設
置
。
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
な
ど
地
球

の
気
候
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
海
洋
の
役
割
を
大
気
・
海
洋
の
相
互
作
用
の
視
点
か
ら
総
合
的
に
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

数
学
科
計
算
数
理
学
講
座

一
九
九
二
年
四
月
、
教
授
一
名
、
助
教
授
一
名
、
助
手
一
名
で
設
置
。
情
報
化
社
会
の
到
来
に
備
え
、
情

報
科
学
お
よ
び
複
雑
系
の
教
育
・
研
究
体
制
の
充
実
を
は
か
る
。

地
球
物
理
学
科
地
球
圏
物
質
循
環
学
講
座

一
九
九
三
年
四
月
、
教
授
一
名
、
助
教
授
一
名
、
助
手
二
名
で
設
置
。
物
質
循
環
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
循
環
の
視
点
か
ら
固
体
地
球
お
よ
び
流
体
地
球
の
多
分
野
に
ま
た
が
っ
た
地
球
物
理
的
現
象
を
総
合
的
・
有
機
的
に
捉
え
る
こ

と
を
目
指
す
。第

三
節

大
学
院

一

多
様
化
す
る
学
生
選
抜

一
九
八
九
年
に
、
優
れ
た
学
部
学
生
に
つ
い
て
は
規
定
年
限
を
短
縮
し
て
修
了
し
（
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
は
学
部
卒
業
と
認
定
さ
れ

る
）
修
士
課
程
へ
の
入
学
を
認
め
る
制
度
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
と
と
も
に
修
士
お
よ
び
博
士
課
程
を
規
定
年
限
以
内
に
修
了
さ
せ
る
制

度
も
採
用
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
い
わ
ゆ
る
飛
び
級
に
よ
る
学
生
選
抜
の
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
学
部
三
年
次
か
ら
飛
び
級
で
修
士
課

程
に
入
学
し
た
学
生
は
、
一
九
九
五
年
度
の
物
理
学
専
攻
と
数
学
専
攻
で
の
一
名
ず
つ
を
初
め
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
度
ま
で
に
六
名
を

数
え
る
。
地
質
学
鉱
物
学
専
攻
で
は
一
九
九
二
年
四
月
に
、
ま
た
、
物
理
学
専
攻
で
は
一
九
九
四
年
四
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
が

修
士
課
程
を
一
年
で
修
了
し
て
、
飛
び
級
で
博
士
課
程
に
進
学
し
、
両
名
と
も
学
位
を
取
得
し
た
。
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優
れ
た
学
生
を
よ
り
広
く
募
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
外
国
人
留
学
生
や
海
外
で
教
育
を
受
け
た
日
本
人
学
生
に
対
す
る
修
士
課
程
受

験
資
格
審
査
の
基
準
、
修
士
号
を
も
た
な
い
者
の
博
士
後
期
課
程
入
学
の
た
め
の
資
格
審
査
の
基
準
を
つ
く
っ
た
。
さ
ら
に
、
社
会
人

と
し
て
の
活
動
を
維
持
し
な
が
ら
大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
入
学
し
研
究
す
る
た
め
の
受
験
資
格
基
準
を
つ
く
り
、
こ
れ
に
関
連
し
た

博
士
後
期
課
程
の
十
月
選
抜
試
験
が
一
九
九
四
年
度
に
始
ま
っ
た
。
こ
の
年
、
社
会
人
特
別
選
抜
制
度
に
よ
り
社
会
人
二
名
が
生
物
科

学
専
攻
博
士
課
程
に
秋
期
（
十
月
）
入
学
を
し
た
。
こ
の
後
二
〇
〇
〇
年
度
ま
で
に
十
月
入
学
者
は
一
五
名
を
数
え
、
ま
た
社
会
人
特

別
選
抜
制
度
で
の
入
学
者
は
二
〇
名
に
達
し
て
い
る
。

大
学
院
選
抜
制
度
の
多
様
化
は
、
大
学
院
重
点
化
に
伴
う
定
員
増
と
も
重
な
り
教
育
・
研
究
施
設
の
狭
隘
化
を
も
た
ら
し
た
。
施
設

の
新
設
・
基
準
面
積
の
増
加
が
追
い
つ
か
な
い
た
め
の
過
渡
的
現
象
と
は
い
え
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
数
学
専
攻
と
地
球
惑
星
科
学
専

攻
（
地
球
惑
星
物
質
科
学
）
で
は
、
一
九
九
六
年
三
月
、
緊
急
措
置
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
、
理
学
部
三
号
館
前
に
三
室
、
お
よ
び
理
学
部

内
庭
に
二
室
か
ら
な
る
仮
設
棟
（
プ
レ
ハ
ブ
）
を
建
設
し
た
。

な
お
、
一
九
九
一
年
度
の
学
位
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
学
位
の
名
称
は
専
門
分
野
を
括
弧
付
き
で
示
す
方
法
に
改
め
ら
れ
、
学
士（
理

学
）、
修
士
（
理
学
）、
博
士
（
理
学
）
に
変
わ
っ
た
。

二

研
究
・
教
育
体
制
の
国
際
化

最
近
の
二
五
年
間
で
、
国
際
研
究
活
動
は
研
究
者
個
人
の
レ
ベ
ル
で
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
間
ま
た
は
学
部
間
で
の
研
究
協

力
体
制
の
締
結
に
発
展
し
て
き
た
。
理
学
研
究
科
で
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
シ
ベ
リ
ア
支
部
地
質
学
・
地
球
物
理
学
研
究
所
・

鉱
物
学
連
合
研
究
所
（
ロ
シ
ア
、
一
九
九
二
年
〜
）、
ウ
ッ
ジ
工
科
大
学
繊
維
学
部
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
一
九
九
二
年
〜
）、
ノ
ボ
シ
ビ
ル

ス
ク
国
立
大
学
（
ロ
シ
ア
、
一
九
九
三
年
〜
）、
北
京
大
学
化
学
分
子
工
程
学
院
（
中
国
、
一
九
九
五
年
〜
）、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
工
科
大
学

化
学
工
学
部
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
一
九
九
八
年
〜
）、
嶺
南
大
学
校
理
科
大
学
（
韓
国
、
二
〇
〇
〇
年
〜
）、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ウ

469 理学研究科・理学部



ラ
ル
研
究
所
・
金
属
物
理
学
研
究
所
（
ロ
シ
ア
、
二
〇
〇
〇
年
〜
）
等
と
の
間
で
部
局
間
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
物
理
学
科

で
は
、
一
九
九
二
年
六
月
、
タ
シ
ケ
ン
ト
国
立
大
学
（
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
）
理
論
物
理
学
部
と
の
間
で
「
理
論
物
理
学
分
野
で
の
研
究
・

教
育
に
関
す
る
共
同
研
究
や
協
力
に
つ
い
て
」
協
定
が
結
ば
れ
た
。

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
国
際
学
術
研
究
の
採
択
数
は
、
一
九
九
七
年
度
は
一
二
件
を
数
え
、
一
〇
年
前
の
四
倍
で
あ
る
。
海

底
地
震
観
測
施
設
（
研
究
科
附
属
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
）
の
海
底
地
震
共
同
研
究
は
、
諸
外
国
の
一
一
に
お
よ
ぶ
大
学
・
研

究
機
関
と
の
間
で
一
九
八
七
年
以
来
、
毎
年
継
続
し
て
組
織
さ
れ
て
き
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
現
在
の
理
学
研
究
科
の
教
官
数
二
四
〇
名
中
に
し
め
る
外
国
人
教
官
数
は
四
名
で
あ
り
、
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
九
三

年
ま
で
続
い
た
一
名
時
代
の
後
は
、
三
、
五
名
を
維
持
し
て
き
て
い
る
。
一
九
九
八
年
四
月
に
発
足
し
た
研
究
科
附
属
地
震
火
山
研
究

観
測
セ
ン
タ
ー
は
、
外
国
人
客
員
分
野
を
設
け
て
定
常
的
な
国
際
協
同
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

三

留
学
生
受
入
れ
数
の
増
大

理
学
部
・
理
学
研
究
科
へ
の
留
学
生
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
学
院
生
（
研
究
生
も
含
む
）
で
あ
る
。
一
九
七
七
年
度
か
ら
一
九
九
九
年

度
ま
で
の
入
学
留
学
生
総
数
は
一
五
八
名
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
一
九
年
間
の
総
数
（
二
五
名
）
に
比
べ
る
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

出
身
国
は
四
〇
カ
国
（
ア
ジ
ア
一
六
カ
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
旧
ソ
連
・
北
米
一
二
カ
国
、
中
南
米
六
カ
国
、
ア
フ
リ
カ
三
カ
国
、
中
近

東
三
カ
国
）
に
達
し
て
お
り
、
一
九
七
七
年
以
降
で
は
中
国
が
も
っ
と
も
多
く
（
五
一
名
）、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
続
く
。

留
学
生
の
約
六
五
％
が
日
本
国
費
お
よ
び
相
手
国
国
費
留
学
生
で
、
残
り
が
私
費
留
学
生
で
あ
る
。
留
学
生
の
増
大
に
伴
い
、
留
学
生

の
日
常
生
活
を
ケ
ア
す
る
た
め
の
公
的
な
シ
ス
テ
ム
の
改
善
充
実
を
は
か
る
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
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四

大
型
研
究
設
備
の
導
入
と
変
遷

大
型
研
究
設
備
費
の
配
分
は
、
い
わ
ゆ
る
大
学
院
の
重
点
化
を
契
機
に
以
前
以
上
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
生
物
科
学
専
攻
高
分

子
で
は
、
一
九
九
三
年
に
大
学
院
最
先
端
設
備
費
が
、
一
九
九
九
年
に
は
研
究
基
盤
重
点
設
備
費
が
認
め
ら
れ
た
。
物
理
学
専
攻
に
は
、

一
九
九
七
年
度
に
研
究
基
盤
重
点
設
備
費
、
大
学
院
最
先
端
設
備
費
が
配
当
さ
れ
た
。
化
学
専
攻
で
は
、
一
九
九
五
年
度
に
新
し
い
研

究
シ
ー
ズ
に
つ
な
が
る
研
究
設
備
導
入
費
、
一
九
九
六
年
度
に
研
究
基
盤
重
点
設
備
費
、
一
九
九
八
年
度
に
先
端
基
礎
科
学
教
育
研
究

振
興
整
備
費
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。
設
備
面
で
の
改
善
が
進
ん
だ
一
方
で
、
各
研
究
室
の
狭
隘
さ
は
目
に
余
り
、
外
部
評
価
で
も
指
摘

さ
れ
て
検
討
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

五

紀
要
の
変
遷

一
九
三
〇
年
の
理
学
部
創
設
と
と
も
に
発
行
さ
れ
て
き
た
北
海
道
大
学
理
学
部
紀
要Journal

of
the

F
aculty

of
Science,

H
ok-

kaido
U

niversity

は
研
究
分
野
ご
と
に
六
つ
のSeries

（Series
I

:M
athem

atics,
Series

II
:Physics,

Series
III

:C
hem

istry,
Series

IV
:G

eology
&

M
ineralogy,

Series
V

:B
otany,

Series
V

I
:Z

oology.

）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
一
九
五
七
年
か
ら
は
、Series

V
II

と
し
てG

eophysics

が
追
加
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
六
月
現
在
、Series

V
II

以
外
は
休
刊
し
て
お
り
、
理
学
部
書
庫
の
在
庫
状

況
は
、Series

I
:V

ol.1

―22
(1930

―1972),
Series

II
:V

ol.1
―6

(1930

―1963),
Series

III
:V

ol.1

―5
(1930

―1957),
Series

IV
:V

ol.1

―23
(1930

―1994),
Series

V
:V

ol.1

―15
(1930

―1991),
Series

V
I

:V
ol.1

―25
(1930

―1990),
Series

V
II

:V
ol.1

―11
(1957

―1999)

と
な
っ
て
い
る
。
紀
要
の
代
わ
り
に
、
構
成
員
の
出
版
リ
ス
ト
等
を
ま
と
め
て
毎
年
刊
行
し
、
こ
れ
を
研
究
活
動
報
告
の
一
つ
と
す
る

専
攻
が
増
え
て
い
る
。
物
理
学
専
攻
で
は
、
一
九
九
七
年
度
よ
り
専
攻
の
活
動
内
容
お
よ
び
各
研
究
グ
ル
ー
プ
の
研
究
成
果
か
ら
な
る

『
年
次
報
告
書
』
の
発
刊
が
決
ま
り
、
一
九
九
八
年
三
月
刊
行
さ
れ
た
。
地
球
惑
星
科
学
専
攻
（
地
球
惑
星
物
質
科
学
）
で
は
、「
学

術
論
文
の
投
稿
は
で
き
る
だ
け
評
価
の
高
い
学
術
誌
に
」
と
い
う
趣
旨
で
、
理
学
部
発
足
以
来
発
刊
し
て
き
た
英
文
紀
要
を
一
九
九
六
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年
四
月
で
廃
止
し
、
代
わ
っ
て
、
教
室
の
研
究
活
動
の
概
要
を
記
載
し
たA

nnual
R

eport

を
発
刊
し
た
。
化
学
専
攻
で
も
、
各
研
究

室
の
研
究
活
動
を
ま
と
め
たA

nnual
R

eport

を
一
九
九
五
年
度
か
ら
刊
行
し
て
関
連
分
野
に
配
布
し
て
い
る
。
一
九
九
八
年
度
か
ら

は
、
協
力
講
座
の
研
究
室
の
研
究
活
動
も
含
め
て
記
載
し
て
い
る
。

六

環
境
科
学
研
究
科
の
設
置

大
学
院
環
境
科
学
研
究
科
が
一
九
七
七
年
四
月
新
設
さ
れ
、
理
学
部
か
ら
は
複
数
の
研
究
室
が
協
力
講
座
と
な
っ
た
。
化
学
科
で
は

分
析
化
学
講
座
が
、
生
物
学
科
で
は
動
物
系
統
分
類
学
講
座
と
植
物
分
類
学
講
座
が
協
力
講
座
と
な
っ
た
。
地
球
物
理
学
科
で
は
気
象

学
講
座
が
環
境
構
造
学
専
攻
の
協
力
講
座
「
気
象
学
」
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
講
座
は
理
学
研
究
科
を
兼
任
し
、
さ
ら
に
理
学
部
を
構

成
す
る
学
部
講
座
と
し
て
は
従
来
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
位
置
づ
け
に
あ
り
、
環
境
科
学
研
究
科
と
理
学
研
究
科
の
双
方
か
ら
大
学
院

学
生
を
受
け
入
れ
た
。
こ
の
た
め
、
大
学
院
お
よ
び
学
部
運
営
で
複
雑
な
問
題
を
提
起
す
る
一
面
も
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
度
末
に
は

環
境
科
学
研
究
科
が
廃
止
さ
れ
、
地
球
環
境
科
学
研
究
科
へ
と
再
編
さ
れ
、
各
協
力
講
座
は
理
学
研
究
科
に
復
帰
し
た
。

第
四
節

附
属
教
育
研
究
施
設
・
学
内
共
同
利
用
施
設

理
学
部
附
属
の
教
育
研
究
施
設
・
共
同
利
用
施
設
は
、
創
立
以
来
二
〇
に
近
い
施
設
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
学
内
の
み

な
ら
ず
広
く
全
国
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
も
あ
る
。
一
九
九
八
年
四
月
に
は
、
地
震
・
火
山
関
連
の
諸
施
設
が
廃
止
統
合
さ

れ
、
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
足
し
た
。
生
物
学
に
関
連
す
る
諸
施
設
も
、
生
物
科
学
の
急
速
な
進
歩
に
あ
わ
せ
た
発

展
を
遂
げ
る
た
め
に
、
施
設
の
改
組
統
合
を
も
視
野
に
入
れ
た
将
来
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
節
で
は
主
に
一
九
七
七
年
以
後
の

動
向
を
述
べ
る
こ
と
に
し
、
浦
河
地
震
観
測
所
、
え
り
も
地
殻
変
動
観
測
所
、
札
幌
地
震
観
測
所
、
地
震
予
知
観
測
地
域
セ
ン
タ
ー
に
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つ
い
て
は
、
第
一
章
第
五
節
の
記
述
と
差
異
が
な
い
た
め
反
復
を
さ
け
る
。

一

附
属
教
育
研
究
施
設

附
属
臨
海
実
験
所
（
厚
岸
）

当
実
験
所
で
は
、
一
九
八
八
年
に
新
し
い
博
物
館
の
建
物
が
落
成
し
、
同
時
に
、
老
朽
化
の
目
立
っ
て

い
た
実
験
所
の
庁
舎
の
改
修
も
行
わ
れ
た
。
翌
一
九
八
九
年
に
は
、
博
物
館
落
成
の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
一
九
九
六
年
に
は
水

族
館
が
廃
止
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
現
在
、
教
官
三
名
、
事
務
官
・
技
官
等
六
名
に
よ
り
教
育
・
研
究
と
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

附
属
海
藻
研
究
施
設
（
室
蘭
）

理
学
部
創
立
当
初
に
開
設
さ
れ
た
当
施
設
は
、
一
九
八
三
年
に
創
設
五
〇
周
年
を
迎
え
、
七
月
に
記

念
式
典
を
挙
行
し
た
。
海
藻
の
培
養
に
よ
る
発
生
・
生
活
史
、
形
態
形
成
、
生
態
学
、
生
理
生
化
学
お
よ
び
分
類
学
に
関
す
る
研
究
が
進

め
ら
れ
、
全
国
で
も
ほ
か
に
例
の
な
い
総
合
的
な
海
藻
研
究
の
場
、
情
報
発
信
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
他
大
学
・

研
究
機
関
に
よ
る
利
用
も
多
い
。
教
官
三
名
と
技
官
・
事
務
官
お
よ
び
非
常
勤
職
員
六
名
と
で
研
究
と
管
理
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

附
属
臨
海
実
験
所
、
附
属
海
藻
研
究
施
設
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
（
新
設
）
に
統
合
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

附
属
動
物
染
色
体
研
究
施
設

本
施
設
は
、
当
初
は
旧
柴
田
記
念
館
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
八
年
に
、
新
築
さ
れ
た
理
学
部
四

号
館
に
移
転
し
た
。
一
九
九
三
年
に
、
大
学
院
地
球
環
境
科
学
研
究
科
の
新
設
に
伴
い
、
遺
伝
子
実
験
施
設
と
共
に
生
態
環
境
科
学
専

攻
染
色
体
細
胞
学
講
座
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
専
任
職
員
は
教
授
、
助
教
授
、
助
手
、
教
務
職
員
が
各
一
名
で
あ
る
。
染
色
体

研
究
を
目
的
と
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
施
設
と
し
て
、
基
礎
生
物
学
か
ら
医
学
に
至
る
広
範
な
分
野
の
研
究
お
よ
び
人
材
の
育
成
を

行
っ
て
い
る
。

附
属
動
物
染
色
体
研
究
施
設
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
統
合
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

附
属
有
珠
火
山
観
測
所

一
九
七
四
年
国
の
火
山
噴
火
予
知
計
画
が
発
足
し
、
手
薄
な
北
海
道
の
火
山
研
究
の
た
め
火
山
活
動
移
動
観

473 理学研究科・理学部



測
班
が
発
足
し
た
。
更
に
、
一
九
七
七
年
四
月
同
計
画
に
基
づ
き
附
属
有
珠
火
山
観
測
所
が
設
置
さ
れ
た
。
発
足
四
カ
月
後
の
八
月
七

日
に
有
珠
山
が
噴
火
し
た
。
当
観
測
所
は
、
本
格
的
な
テ
レ
メ
ー
タ
ー
観
測
や
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
用
い
た
辺
長
測
量
、
更
に
ミ
ニ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
解
析
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
火
山
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
地
球
物
理
学
科
や
地
質
学
鉱
物
学
科

と
連
携
し
て
、
火
山
噴
火
予
知
連
絡
会
有
珠
山
現
地
総
合
観
測
班
の
中
核
と
な
っ
た
。

附
属
海
底
地
震
観
測
施
設

一
九
七
九
年
四
月
に
附
属
海
底
地
震
観
測
施
設
が
発
足
し
た
。
海
底
で
起
き
る
地
震
活
動
を
観
測
し
研
究

す
る
施
設
は
、
全
国
の
大
学
で
北
海
道
大
学
に
し
か
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
課
題
は
わ
が
国
及
び
北
海
道
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
世
界
の
地
球
科
学
に
と
っ
て
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
広
く
全
国
の
海
域
で
研
究
や
観
測

を
行
い
、
日
本
の
海
の
地
震
予
知
に
関
連
す
る
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

附
属
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー

理
学
研
究
科
附
属
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
八
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
。
そ

れ
ま
で
に
理
学
部
に
附
置
さ
れ
て
い
た
六
附
属
施
設
（
浦
河
地
震
観
測
所
、
え
り
も
地
殻
変
動
観
測
所
、
札
幌
地
震
観
測
所
、
地
震
予

知
観
測
地
域
セ
ン
タ
ー
、
有
珠
火
山
観
測
所
、
海
底
地
震
観
測
施
設
）
が
廃
止
統
合
さ
れ
、
新
し
い
分
野
も
加
わ
っ
て
地
震
火
山
研
究

観
測
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
た
に
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
身
の
諸
施
設
の
研
究
・
観
測
体
制
を
継
承
し
、
四
研
究
分
野
（
地
震
観
測

研
究
、
海
底
地
震
研
究
、
火
山
活
動
研
究
、
地
下
構
造
研
究
）お
よ
び
外
国
人
客
員
分
野
、
観
測
技
術
部
か
ら
な
る
組
織
を
も
つ
。
フ
ィ
ー

ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
の
研
究
を
行
い
な
が
ら
教
育
も
担
当
し
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
現
在
教
授
三
名
、
助
教
授
三
名
、
助
手
六
名
か
ら
な

る
ス
タ
ッ
フ
及
び
技
官
等
一
〇
名
に
よ
り
、
研
究
・
教
育
と
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二

学
内
共
同
利
用
施
設

Ｒ
Ｉ
実
験
室
（
放
射
性
同
位
元
素
使
用
施
設
）

当
施
設
は
密
封
及
び
非
密
封
Ｒ
Ｉ
を
使
用
す
る
施
設
と
し
て
、
一
九
七
八
年
（
科
学

技
術
庁
承
認
一
九
七
八
年
七
月
十
二
日
）
に
設
置
さ
れ
た
。
現
在
進
行
し
て
い
る
理
学
部
再
開
発
に
伴
い
、
メ
ス
バ
ウ
ワ
ー
測
定
施
設
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等
の
密
封
線
源
使
用
施
設
・
年
代
測
定
施
設
・
非
密
封
Ｒ
Ｉ
使
用
施
設
合
わ
せ
て
総
面
積
約
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
新
し
い
理
学
部

Ｒ
Ｉ
利
用
施
設
の
二
〇
〇
三
年
竣
工
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

忍
路
臨
海
実
験
所

当
施
設
は
学
内
共
同
利
用
の
施
設
と
し
て
、
一
九
八
七
年
以
降
、
理
学
部
が
管
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九

八
八
年
に
は
創
立
八
〇
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行
、
同
時
に
艇
庫
を
新
築
し
た
。
理
学
部
を
中
心
と
す
る
学
内
各
部
局
や
学
外
の
研
究

者
、
大
学
等
に
よ
り
、
様
々
な
研
究
、
実
習
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
施
設
が
狭
隘
な
こ
と
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

管
理
を
民
間
に
委
託
し
て
い
る
こ
と
が
、
運
営
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

忍
路
臨
海
実
験
所
は
、
二
〇
〇
一
年
四
月
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
（
新
設
）
に
統
合
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

極
低
温
液
化
セ
ン
タ
ー

一
九
七
二
年
の
大
型
ヘ
リ
ウ
ム
液
化
機
の
導
入
を
初
め
と
す
る
数
度
の
更
新
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
現
在
、

ス
ル
ザ
ー
社T

C
F２０

（
液
化
量
毎
時
四
〇
リ
ッ
ト
ル
）
と
リ
ン
デ
社T

C
F２０

（
液
化
量
毎
時
四
〇
リ
ッ
ト
ル
）
の
二
台
の
大
型
ヘ
リ

ウ
ム
液
化
機
が
稼
動
し
て
い
る
。
一
九
九
五
年
理
学
部
共
同
実
験
棟
が
完
成
す
る
と
同
時
に
、
極
低
温
液
化
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
棟
に
移

設
さ
れ
た
（
液
化
室
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
共
同
利
用
実
験
室
八
四
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）。
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
及
び
液
体
窒
素
そ
れ
ぞ

れ
年
あ
た
り
四
万
八
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
及
び
一
四
万
五
〇
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
（
一
九
九
九
年
度
）
を
供
給
し
て
い
る
。

高
分
解
能
核
磁
気
共
鳴
装
置
研
究
室

一
九
八
一
年
に
日
本
電
子
製
のFX５００

,
FX１００

（
水
素
核
の
共
鳴
周
波
数５００

M
H

z,１００
M

H
z

）

を
旧
二
号
館
西
側
に
立
て
ら
れ
た
建
家
に
設
置
し
て
発
足
し
た
。
現
在
は
技
官
一
名
、
非
常
勤
職
員
一
名
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

引
地
邦
男
教
授
（
高
分
子
学
科
）
を
中
心
と
し
て
計
画
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
装
置
は
一
九
九
三
〜
九
四
年
に
同
じ
日

本
電
子
のA６００

,
A５００

,
E

X４００

に
更
新
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
・
波
長
分
散
蛍
光
Ｘ
線
分
析
研
究
室

地
質
学
鉱
物
学
科
の
針
谷
宥
教
授
が
奔
走
し
て
一
九
八
五
年
に
設
置
さ
れ
た
。

本
装
置
は
岩
石
・
鉱
物
・
鉱
石
の
分
析
は
も
と
よ
り
、
犬
の
歯
の
分
析
（
獣
医
学
部
）、
合
成
薄
膜
の
分
析
（
工
学
部
）、
遺
跡
出
土
品

の
分
析
（
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
幅
広
い
分
野
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
二
つ
の
新
鉱
物
（
三
笠
石
、
秋
本
石
）
の
発
見
、
一
九
九
八
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年
の
駒
ケ
岳
や
二
〇
〇
〇
年
の
有
珠
山
の
噴
火
で
は
噴
出
物
の
分
析
な
ど
、
研
究
教
育
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
る
。

量
子
干
渉
方
式
広
温
度
領
域
磁
化
測
定
研
究
室

一
九
八
八
年
理
学
部
に
設
置
さ
れ
た
。
本
研
究
室
は
理
学
部
共
同
実
験
棟
の
一
階
に

極
低
温
液
化
セ
ン
タ
ー
と
同
居
し
て
お
り
、
カ
ン
タ
ム
デ
ザ
イ
ン
社
製
の
量
子
干
渉
方
式
の
磁
化
測
定
装
置
お
よ
び
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
社
製
の
ヘ
リ
ウ
ム
希
釈
冷
凍
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
装
置
に
よ
り
高
温
（
八
〇
〇
Ｋ
）
か
ら
極
低
温
（
数
十
ミ
リ
Ｋ
）

ま
で
の
広
い
温
度
領
域
で
磁
化
を
精
密
に
測
定
（10

－
8em

u

）
す
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
、
磁
性
物
質
、
高
温
超
伝
導
体
、
重
い
電
子

系
等
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
五
節

教
育
・
研
究
支
援
組
織

一

定
員
削
減
と
事
務
組
織
の
改
変

国
家
公
務
員
の
定
員
削
減
と
い
う
動
き
の
中
で
、
理
学
部
も
一
九
六
八
年
の
第
一
次
定
員
削
減
に
始
ま
り
一
九
七
六
年
度
末
ま
で
に

助
手
八
名
、
事
務
系
職
員
二
三
名
の
削
減
を
実
施
し
た
。
定
員
削
減
は
さ
ら
に
続
き
、
一
九
九
六
年
度
終
了
の
第
八
次
定
員
削
減
ま
で

に
助
手
四
名
、
事
務
系
職
員
三
九
名
の
削
減
を
実
施
し
た
。
二
〇
〇
一
年
度
終
了
の
第
九
次
定
員
削
減
で
は
、
さ
ら
に
助
手
一
名
、
事

務
系
職
員
八
名
が
削
減
さ
れ
、
第
一
次
か
ら
の
総
計
は
、
助
手
一
三
名
、
事
務
系
職
員
七
〇
名
で
あ
る
。
理
学
部
で
は
、
各
講
座
に
配

属
さ
れ
て
い
た
事
務
職
員
を
学
科
事
務
室
に
統
合
し
、
ま
た
中
央
事
務
の
組
織
を
改
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
定
員
削
減
に
よ

る
教
育
、
研
究
へ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
き
た
。
一
九
七
三
年
に
は
清
掃
業
務
の
一
部
外
注
が
始
ま
り
、

一
九
九
四
年
に
は
清
掃
業
務
の
ほ
と
ん
ど
が
外
注
と
い
う
形
に
な
っ
た
。
警
備
業
務
も
一
九
九
三
年
に
一
部
外
注
を
開
始
し
、
一
九
九

五
年
に
は
す
べ
て
の
警
備
業
務
が
外
注
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
一
九
七
六
年
八
月
に
営
繕
掛
、
一
九
八
〇
年
四
月
に
は
人
事
掛
が
設
置

さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
経
理
掛
と
用
度
掛
が
廃
止
統
合
さ
れ
会
計
掛
が
設
置
さ
れ
た
。
技
術
職
員
に
関
し
て
は
、
学
部
内
に
点
在
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す
る
技
術
職
員
を
統
括
す
る
組
織
と
し
て
一
九
九
一
年
四
月
に
技
術
部
が
設
置
さ
れ
た
。

二

図
書
室

理
学
部
に
は
二
〇
〇
〇
年
四
月
現
在
で
中
央
図
書
室
の
他
に
五
専
攻
に
七
図
書
室
が
あ
る
。
九
〇
年
代
半
ば
頃
よ
り
学
術
雑
誌
の
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
増
え
て
き
た
。
こ
れ
に
は
有
料
・
無
料
、
利
用
者
限
定
・
非
限
定
の
も
の
が
あ
る
が
、
各
研
究
室
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
通
し
て
利
用
で
き
る
。
文
献
複
写
も
各
研
究
室
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ
て
依
頼
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蔵
書
数
は

一
九
九
九
年
度
末
現
在
で
、
二
〇
万
三
六
五
九
点
（
洋
書
一
六
万
一
二
三
四
点
、
和
書
四
万
二
四
二
五
点
）、
ま
た
購
入
雑
誌
は
七
七

八
点
（
洋
雑
誌
六
六
三
点
、
和
雑
誌
一
一
五
点
）
で
あ
る
。
図
書
購
入
費
は
一
六
〇
〇
万
円
強
、
雑
誌
購
入
費
は
一
億
二
五
〇
〇
万
円

強
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
に
は
、
新
総
合
棟
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

第
六
節

様
々
な
動
き

一

理
学
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業

北
大
理
学
部
は
一
九
三
〇
年
四
月
一
日
に
開
学
し
、
こ
の
年
九
月
二
十
七
日
に
開
学
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
五
〇
年
後
の

一
九
八
〇
年
九
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
の
両
日
に
は
、
理
学
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
が
執
り
行
わ
れ
た
。
二
十
六
日
に
理
学
部

に
お
い
て
学
術
記
念
講
演
、
記
念
植
樹
、
記
念
式
典
前
夜
祭
が
催
さ
れ
、
翌
二
十
七
日
に
は
北
海
道
新
聞
社
会
議
室
で
公
開
座
談
会
、

続
い
て
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
記
念
式
典
、
記
念
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、『
北
大
理
学
部
五

十
年
史
』
を
刊
行
し
、
エ
ル
ム
の
樹
木
を
前
景
に
理
学
部
本
館
を
浮
き
彫
り
に
し
た
「
レ
リ
ー
フ
」
を
記
念
品
と
し
て
作
成
し
た
。
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二

研
究
棟
の
建
設

理
学
部
施
設
の
狭
隘
、
老
朽
化
が
目
立
ち
、
建
替
え
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い

た
が
、
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
、
ま
た
本
館
を
北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
に
転
用

す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
理
学
部
再
開
発
と
し
て
施
設
の
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
一
九
九
四
年
三
月
に
は
一
一
階
建
て
の
高
層
棟
お
よ
び
三
階
建
て
の
低

層
棟
か
ら
な
る
新
し
い
二
号
館
が
完
成
し
、
物
理
学
専
攻
の
一
部
、
生
物
学
専
攻

の
一
部
（
高
分
子
）
が
移
転
し
、
旧
二
号
館
は
解
体
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
九
九

年
三
月
に
は
同
じ
く
一
一
階
建
て
の
高
層
棟
お
よ
び
三
階
建
て
の
低
層
棟
か
ら
な

る
五
号
館
が
二
号
館
の
西
隣
に
完
成
し
、
物
理
学
専
攻
、
生
物
学
専
攻
の
残
り
が

移
転
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
（
旧
教
養
部
）

の
建
物
に
研
究
室
を
持
っ
て
い
た
物
理
学
、
生
物
学
の
教
官
は
す
べ
て
理
学
研
究

科
・
理
学
部
の
建
物
に
移
転
し
、
場
所
が
離
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
不
便
さ
が
解

消
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
数
学
と
地
球
惑
星
科
学
の
教
官
の
一
部
は

二
〇
〇
〇
年
の
時
点
で
は
、
ま
だ
旧
教
養
部
に
研
究
室
を
も
っ
て
い
る
。

理
学
部
本
館
南
棟
一
、
二
階
お
よ
び
東
棟
一
、
二
階
の
一
部
は
北
海
道
大
学
総

合
博
物
館
へ
の
転
用
の
た
め
、
一
九
九
九
年
か
ら
改
修
工
事
が
始
ま
っ
た
。
二
〇

〇
二
年
度
に
理
学
研
究
科
・
理
学
部
の
新
し
い
建
物
が
完
成
し
た
と
き
に
は
、
本

館
を
利
用
し
て
い
る
教
官
、
中
央
図
書
室
は
新
し
い
建
物
に
移
転
し
、
中
央
図
書

室
以
外
の
事
務
部
の
み
が
本
館
に
残
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
に
も

写真３ 二号館玄関
（北海道大学事務局施設部所蔵）
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旧
教
養
部
建
物
の
教
官
す
べ
て
が
理
学
研
究
科
・
理
学
部
の
建
物
に
移
転
で
き
る
見
込
み
は
た
っ
て
い
な
い
。

三

人
工
雪
誕
生
の
地
記
念
碑

一
九
七
九
年
七
月
四
日
、
中
谷
宇
吉
郎
教
授
の
誕
生
日
に
あ
た
る
日
に
人
工
雪
誕
生
の
地
記
念
碑
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
碑

は
、
中
谷
門
下
を
中
心
と
す
る
「
人
工
雪
誕
生
の
地
記
念
碑
建
設
期
成
会
」
に
よ
っ
て
、
現
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
・
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

前
（
旧
常
時
低
温
研
究
室
跡
地
）
に
建
て
ら
れ
た
。

四

電
子
媒
体
の
利
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に
と
も
な
い
、
理
学
部
で
も
一
九
九
六
年
十
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
各
学
科
お
よ
び
専

攻
の
紹
介
、
各
講
座
（
研
究
室
）
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
手
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
形
態
で
の
情
報
の
発
信
は
、
全
国
の

学
生
な
ど
か
ら
、
大
学
院
進
学
等
の
問
い
合
わ
せ
を
気
軽
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
一
九
九
八
年
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
改
訂
し
英
語
版
も
開
設
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
学
科
や
専
攻
に
よ
っ
て
は
す
で
に
英
語
版
を
公
開
し
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
外
国

か
ら
も
研
究
内
容
や
留
学
の
可
能
性
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
る
Ｅ
メ
ー
ル
も
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
二
月
に
は
、
さ
ら

に
全
面
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
改
訂
さ
れ
、
学
外
に
対
し
て
は
、
学
部
、
研
究
科
（
各
研
究
室
）
紹
介
の
他
に
、
入
試
情
報
を
掲
載
す

る
な
ど
、
社
会
に
対
し
て
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
学
部
内
に
対
し
て
、
事
務
情
報
伝
達
の
簡
素
化
の
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
「
理
学
部
掲
示
板
」
を
設
け
て
、
教
官
公
募
、
研
究
助
成
、
訃
報
、
奨
学
金
募
集
な
ど
の
情
報
も
各
研
究
室
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン

を
用
い
て
随
時
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
教
官
へ
の
連
絡
事
項
も
専
攻
事
務
を
通
し
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
現
在
で
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
と
紙
文
書
の
両
方
が
配
布
さ
れ
て
い
る
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
み
に
よ
っ

て
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
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第
三
章

大
学
院
改
革

第
一
節

経
緯

大
学
院
改
革
は
、
一
九
七
四
年
九
月
に
提
出
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
野
口
構
想
」
に
始
ま
っ
た
。
野
口
順
蔵
理
学
部
長
は
、
定
員
削
減

の
深
刻
な
痛
手
の
中
で
、
大
学
院
講
座
の
編
成
改
革
案
を
作
成
し
、
助
手
定
員
削
減
に
よ
る
教
育
研
究
上
の
ゆ
が
み
を
で
き
る
だ
け
軽

減
し
、
そ
の
内
容
を
保
持
す
る
た
め
に
助
手
の
講
師
振
替
処
置
を
打
ち
出
し
た
。
理
科
系
大
学
院
の
教
育
は
学
部
講
座
の
現
在
定
員
で

は
負
担
が
大
き
く
、
博
士
講
座
の
編
成
を
教
授
一
、
助
教
授
一
、
講
師
二
、
助
手
一
と
し
、
従
来
、
学
部
学
科
に
所
属
し
て
大
学
院
を

担
当
し
て
い
た
も
の
を
大
学
院
理
学
研
究
科
専
攻
所
属
に
格
上
げ
す
る
と
し
た
。
助
手
の
講
師
振
替
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
五
年
に
八

名
、
一
九
七
六
年
度
に
九
名
、
一
九
七
七
年
度
に
三
名
が
認
め
ら
れ
た
。

一
九
七
七
年
四
月
に
理
学
研
究
科
将
来
計
画
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
同
委
員
会
は
二
六
回
の
会
を
重
ね
て
、
将
来
計
画
の
理
念
を
次

の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
理
学
研
究
の
実
態
は
学
部
か
ら
研
究
科
に
移
っ
た
の
で
、
大
学
院
に
重
点
を
お
い
た
教
育
研
究
組
織
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
学
院
の
基
礎
と
な
る
学
部
教
育
を
も
充
実
で
き
る
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
理
学
研
究
科

は
数
学
院
、
物
理
学
院
、
化
学
院
、
生
物
科
学
院
、
地
球
科
学
院
と
附
属
施
設
と
を
持
ち
、
教
育
組
織
と
し
て
の
理
学
部
各
学
科
は
大

学
院
基
礎
学
科
の
形
で
お
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
学
部
と
修
士
課
程
を
連
続
的
な
一
体
と
み
な
し
、
整
合
性
の
あ
る
教
育
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
効
果
的
な
学
部
・
大
学
院
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
委
員
会
は
、
討
議
経
過
を
報
告
書

（
一
九
八
〇
年
七
月
）
に
ま
と
め
、
将
来
計
画
へ
の
足
が
か
り
を
残
し
て
解
散
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
七
年
十
月
に
改
め
て
大
学
院

問
題
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
検
討
の
結
果
、
大
学
院
の
充
実
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
、
そ
の
具
体
的
な
も
の
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と
し
て
、
大
学
院
重
点
学
部
案
（
い
わ
ゆ
る
理
学
院
構
想
）
を
計
画
し
た
〔「
大
学
院
改
革
構
想
素
案
」（
以
下
「
理
学
部
素
案
」）
一

九
八
九
年
六
月
〕。
そ
の
間
、
学
内
で
は
北
海
道
大
学
大
学
院
問
題
懇
談
会
が
発
足
し
、
大
学
院
改
革
に
つ
い
て
全
学
的
な
討
議
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
理
学
部
で
は
「
理
学
部
素
案
」
の
手
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
理
学
部
素

案
」
に
お
い
て
は
理
学
部
と
他
部
局
（
研
究
所
等
）
と
が
合
同
し
て
理
学
研
究
科
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

検
討
の
結
果
、
既
存
の
大
学
院
組
織
に
と
ら
わ
れ
な
い
学
部
か
ら
は
独
立
し
た
大
学
院
組
織
を
作
る
の
が
最
善
と
考
え
ら
れ
る
と
結
論

し
た
。
そ
し
て
具
体
的
提
案
と
し
て
、
理
学
研
究
科
を
基
礎
科
学
研
究
科
と
生
命
・
地
球
圏
科
学
研
究
科
に
改
組
し
、
学
部
は
八
学
科

か
ら
な
る
と
し
た
（「
自
然
科
学
系
大
学
院
構
想
素
案
」
一
九
九
〇
年
三
月
）。
そ
の
後
、
さ
ら
に
学
部
教
育
、
組
織
、
運
営
の
検
討
を

行
い
、
そ
の
計
画
の
大
綱
を
ま
と
め
た
も
の
が
「
自
然
科
学
系
大
学
院
構
想
案
」（
一
九
九
〇
年
十
二
月
）
で
あ
る
。
一
方
、
北
海
道

大
学
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
は
、
改
革
の
方
向
を
求
め
て
検
討
し
た
結
果
を
「
北
海
道
大
学
に
お
け
る
大
学
院
改
革
整
備
構
想

―
中
間
報
告
」（
一
九
九
〇
年
七
月
）
に
ま
と
め
た
。
そ
の
後
、「
環
境
科
学
に
関
す
る
研
究
科
構
想
特
別
委
員
会
」
が
発
足
し
、
そ
こ

で
確
認
さ
れ
た
基
本
姿
勢
を
基
に
「
試
案
」
を
用
意
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
理
学
部
は
地
球
環
境
科
学
研
究
科
（
仮
称
）
構
想
に
対

す
る
考
え
方
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。
基
礎
科
学
を
担
う
理
学
部
か
ら
新
研
究
科
へ
の
参
画
は
、
関
連
あ
る
学
科
あ
る
い
は
講
座
に

よ
る
新
し
い
組
織
編
成
と
し
、
整
合
性
の
あ
る
組
織
の
実
現
に
努
力
す
る
。
そ
の
後
理
学
部
は
、
文
部
省
と
の
折
衝
を
経
て
、
大
学
院

重
点
化
と
し
て
実
現
し
た
構
成
に
近
い
案
を
ま
と
め
あ
げ
た
。

第
二
節

新
理
学
研
究
科
・
理
学
部

一

理
学
研
究
科
・
理
学
部
の
組
織

年
表
記
載
の
沿
革
の
よ
う
に
重
点
化
さ
れ
た
理
学
研
究
科
・
理
学
部
は
図
１
の
よ
う
な
組
織
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
理
学
研
究
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図１ 理学研究科・理学部の組織

科
に
は
関
係
す
る
教
授
を
構
成
員
と
す
る
教
授
会
（
研
究
科
教
授
会
）、
理
学
部
に
は
関
係
す
る
教
授
、
助
教
授
、
講
師
を
構
成
員
と

す
る
教
授
会
（
学
部
教
授
会
）
が
設
置
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
研
究
科
長
・
学
部
長
候
補
者
の
選
考
を
行
う
場
合
の
教
授
会
は
、
関
係
す

る
教
授
、
助
教
授
、
講
師
及
び
助
手
を
も
っ
て
構
成
す
る
と
改
正
さ
れ
た
。
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図２ 大学院改革に伴う理学研究科と理学部の関係

二

大
学
院
改
革
に
伴
う
理
学
研
究
科
と
理
学
部
の
関
係

大
学
院
改
革
に
伴
い
、
旧
理
学
研
究
科
の
一
部
が
地
球
環
境
科
学
研
究
科
の
構
成
員
に
な
り
、
研
究
科
と
理
学
部
と
の
関
係
は
図
２

の
よ
う
に
な
っ
た
。
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第
三
節

新
専
攻
・
学
科

理
学
研
究
科
の
重
点
化
は
一
九
九
三
年
度
の
生
物
科
学
専
攻
に
始
ま
り
、
一
九
九
四
年
度
の
物
理
学
、
地
球
惑
星
科
学
専
攻
を
経
て
、

一
九
九
五
年
度
の
数
学
、
化
学
専
攻
を
も
っ
て
終
了
し
、
同
時
に
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
面
的
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
重
点

化
と
並
行
し
て
各
学
科
組
織
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編
も
行
わ
れ
た
。
一
九
九
五
年
に
は
入
学
試
験
改
革
に
対
応
し
た
学
部
教
育
課
程

の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
理
学
研
究
科
は
全
学
教
育
科
目
の
責
任
部
局
と
し
て
、
自
然
科
学
諸
分
野
の
科
目
の
企
画
、

実
施
に
あ
た
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
こ
れ
ら
の
新
専
攻
・
学
科
の
設
置
主
旨
・
目
的
と
研
究
・
教
育
の
組
織
な
ど
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

一

数
学
専
攻
・
数
学
科

数
学
研
究
の
成
果
で
あ
る
理
論
・
表
現
・
記
述
の
体
系
は
、
そ
の
普
遍
性
ゆ
え
に
自
然
科
学
、
工
学
は
勿
論
、
社
会
科
学
や
人
文
科

学
さ
ら
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学
の
基
礎
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
数
学
は
物
理
学
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
科
学
分
野
か
ら
触
発

さ
れ
た
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
発
展
し
、
そ
の
成
果
は
も
と
の
科
学
分
野
の
さ
ら
な
る
発
展
を
促
し
て
き
た
。
最
近
の
数

学
の
進
歩
は
著
し
く
、
伝
統
的
な
理
論
数
学
の
高
度
化
、
複
数
分
野
の
技
法
や
概
念
を
駆
使
し
て
総
合
的
に
研
究
す
る
領
域
の
開
拓
、

関
連
諸
科
学
と
の
境
界
領
域
の
研
究
の
発
展
な
ど
研
究
分
野
の
多
角
化
が
進
み
、さ
ら
に
、複
雑
系
な
ど
を
モ
デ
ル
化
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
中
で
追
跡
す
る
実
験
数
学
と
よ
ば
れ
る
分
野
も
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
色
あ
る
研
究
を
自
由
な
研
究
環
境
の
中
で
活
発

に
進
め
る
た
め
に
、
当
専
攻
で
は
従
来
の
学
部
担
当
教
官
と
教
養
部
担
当
教
官
と
の
完
全
な
融
合
を
は
か
り
、
ゆ
る
や
か
な
分
野
別
の

構
成
に
よ
る
以
下
の
三
講
座
（
基
幹
講
座
）
と
一
協
力
講
座
の
大
講
座
制
を
採
用
し
た
―
代
数
構
造
学
講
座
（
整
数
論
、
群
論
、
環
論
、

代
数
幾
何
、
ホ
モ
ロ
ジ
ー
代
数
等
）、
空
間
構
造
学
講
座
（
微
分
幾
何
、
ト
ポ
ロ
ジ
ー
、
複
素
多
様
体
論
、
特
異
点
論
等
）、
数
理
解
析

学
講
座
（
関
数
解
析
、
作
用
素
論
、
偏
微
分
方
程
式
、
確
率
論
、
計
算
数
学
、
実
験
数
学
等
）
、
電
子
科
学
研
究
所
情
報
数
理
講
座
（
非

部 局 史 484



線
形
数
学
の
数
学
的
・
実
験
数
学
的
研
究
等
）。
教
育
面
で
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
大
学
院
入
試
に
改
善
を
加
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
博
士
前
期
課
程
で
は
書
類
選
考
と
レ
ポ
ー
ト
お
よ
び
面
接
に
よ
る
入
学
試
験
を
導
入
し
、
博
士
後
期
課
程
へ
の
進
学
に
は
資
格

試
験
制
度
を
と
り
い
れ
た
。
こ
れ
ら
の
改
善
に
よ
っ
て
、
他
学
科
他
学
部
か
ら
の
有
為
な
人
材
の
入
・
進
学
が
容
易
と
な
っ
た
。

二

物
理
学
専
攻
・
物
理
学
科

物
理
学
は
、
物
質
、
場
、
時
間
、
空
間
な
ど
を
支
配
す
る
最
も
基
本
的
な
法
則
を
明
ら
か
に
す
る
学
問
分
野
で
、
そ
の
対
象
は
宇
宙

か
ら
素
粒
子
に
至
る
極
め
て
広
範
な
領
域
に
ま
た
が
る
。
物
理
学
専
攻
は
、
こ
れ
ら
の
自
然
の
異
な
る
階
層
構
造
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け

る
普
遍
的
法
則
を
探
求
す
る
た
め
独
創
的
で
先
駆
的
な
研
究
を
行
う
こ
と
と
、
物
理
学
の
基
礎
的
な
知
識
と
自
ら
思
考
し
判
断
す
る
力

を
も
つ
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
、
素
粒
子
と
物
性
、
実
験
と
理

論
と
い
っ
た
異
な
る
分
野
間
の
融
合
を
図
り
、
相
互
に
刺
激
し
合
い
協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
り
新
し
い
物
理
の
地
平
を
拓
く
こ
と
を
め

ざ
す
。
新
専
攻
・
学
科
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
物
理
学
科
の
講
座
と
地
質
学
鉱
物
学
科
地
球
変
遷
学
講
座
の
一
部
（
科
学
史
・
科

学
基
礎
論
分
野
）
を
再
編
成
し
、
理
論
と
実
験
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
構
成
に
よ
り
最
先
端
の
物
理
学
の
教
育
・
研
究
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
量
子
物
理
学
、
電
子
物
性
物
理
学
、
凝
縮
系
物
理
学
、
非
線
形
物
理
学
の
四
大
講
座
（
基
幹
講
座
）
に
改
組
し
た
。
さ
ら
に
、

電
子
科
学
研
究
所
の
二
協
力
講
座
（
量
子
物
性
物
理
学
講
座
及
び
相
転
移
物
性
物
理
学
講
座
）
を
置
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
官
の

研
究
活
動
は
上
記
四
大
講
座
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
以
下
の
三
研
究
分
野
一
六
研
究
室
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
現
在
）
を
構
成

し
て
行
っ
て
い
る
。（
一
）
素
粒
子
・
原
子
核
・
宇
宙
分
野
―
素
粒
子
論
、
原
子
核
理
論
、
宇
宙
物
理
学
。（
二
）
物
性
物
理
学
分
野
―

統
計
物
理
学
、
物
性
理
論
、
固
体
物
性
、
強
相
関
電
子
磁
性
、
高
圧
物
理
学
、
多
自
由
度
系
物
理
学
、
低
次
元
電
子
物
性
、
低
温
物
理

学
、
光
物
性
、
構
造
物
性
、
結
晶
相
関
。（
三
）
科
学
史
・
科
学
基
礎
論
分
野
―
科
学
史
、
科
学
基
礎
論
。
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三

化
学
専
攻
・
化
学
科

化
学
科
は
伝
統
的
な
化
学
の
諸
分
野
を
カ
バ
ー
し
、
化
学
第
二
学
科
は
物
理
学
お
よ
び
生
物
学
と
の
境
界
領
域
を
含
め
た
化
学
の
全

領
域
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
組
織
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
二
一
世
紀
に
向
け
た
化
学
の
新
し
い
展
開
の
た
め
に
は
、
従

来
の
伝
統
的
な
細
分
化
さ
れ
た
分
野
の
枠
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
分
野
相
互
の
学
際
的
領
域
に
踏
み
入
れ
て
、
変
貌
と
多
様
化
の
著

し
い
現
代
の
化
学
に
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
目
標
を
持
っ
て
研
究
を
進
め
る
た
め
に
は
、
両
学
科
の
諸
講

座
を
再
編
成
し
て
、
新
た
に
大
学
院
を
中
心
と
す
る
研
究
・
教
育
の
機
関
に
組
み
替
え
る
こ
と
が
何
に
も
増
し
て
必
要
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
大
学
院
重
点
化
で
は
研
究
体
制
の
ヘ
テ
ロ
化
を
最
大
の
目
標
に
あ
げ
る
こ
と
と
し
、
分
野
の
異
な
る
三
つ
ま
た
は
四
つ
の
従
来

の
小
講
座
を
く
く
り
直
し
、
旧
来
の
二
つ
の
学
科
の
講
座
を
横
断
し
て
、
分
子
構
造
化
学
、
物
性
解
析
化
学
、
機
能
分
子
化
学
、
生
命

分
子
化
学
、
分
子
変
換
化
学
の
五
大
講
座
（
基
幹
講
座
）
と
、
超
分
子
化
学
（
電
子
科
学
研
究
所
）、
生
体
防
御
化
学
（
遺
伝
子
病
制

御
研
究
所
）
の
二
協
力
講
座
か
ら
な
る
組
織
に
改
編
し
た
。
た
だ
し
、
研
究
面
で
の
運
用
上
の
単
位
と
し
て
は
基
幹
講
座
所
属
の
教
員

は
研
究
室
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
触
媒
設
計
化
学
分
野
と
、
後
か
ら
分
子
集
合
体
化
学
分
野
と

が
教
育
協
力
で
加
わ
っ
た
。
長
い
間
化
学
第
二
専
攻
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
低
温
科
学
研
究
所
生
化
学
部
門
は
新
化
学
専
攻
の
協
力
講

座
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
ず
れ
た
。

四

生
物
科
学
専
攻
・
生
物
科
学
科

近
年
の
生
物
科
学
の
著
し
い
進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
類
は
未
だ
に
生
命
現
象
の
基
本
を
分
子
レ
ベ
ル
で
理
解
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
し
、
生
物
を
構
成
す
る
最
も
重
要
な
生
体
高
分
子
が
ど
の
よ
う
に
組
織
化
さ
れ
て
生
命
現
象
に
関
わ
っ
て
い
る
か
も
不

明
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
従
来
の
生
物
学
の
枠
を
超
え
て
、
ミ
ク
ロ
な
分
子
か
ら
マ
ク
ロ
な
個
体
群
ま
で
を
統
一
的
に
理
解
す
る
新

し
い
生
物
学
の
体
系
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
植
物
学
専
攻
、
動
物
学
専
攻
、
高
分
子
学
専
攻
を
廃
止
・
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統
合
し
て
生
物
科
学
専
攻
を
設
置
し
、
新
し
い
生
物
学
の
体
系
化
を
目
指
し
た
。
発
足
に
際
し
て
は
、
既
存
の
各
専
攻
の
そ
れ
ま
で
の

教
育
・
研
究
実
績
を
考
慮
し
て
再
編
統
合
を
行
い
、
系
統
進
化
学
講
座
、
形
態
機
能
学
講
座
、
行
動
知
能
学
講
座
、
生
体
情
報
分
子
学

講
座
、
生
体
高
分
子
解
析
学
講
座
、
生
体
高
分
子
設
計
学
講
座
の
六
大
講
座
（
基
幹
講
座
）
と
海
洋
生
物
科
学
講
座
（
臨
海
実
験
所
）

と
資
源
海
藻
学
講
座
（
海
藻
研
究
施
設
）
の
二
協
力
講
座
へ
と
改
編
し
た
。
旧
生
物
学
科
、
旧
高
分
子
学
科
の
一
部
の
教
員
お
よ
び
低

温
科
学
研
究
所
の
生
物
学
関
連
の
教
員
は
大
学
院
地
球
環
境
科
学
研
究
科
に
配
置
換
え
に
な
り
、
動
物
染
色
体
研
究
施
設
も
理
学
部
に

附
属
し
た
ま
ま
地
球
環
境
科
学
研
究
科
に
加
わ
っ
た
。
大
学
院
の
授
業
科
目
も
統
合
し
、
授
業
科
目
を
中
心
と
し
た
科
目
群
、
実
験
・

実
習
を
中
心
と
し
た
科
目
群
お
よ
び
研
究
を
中
心
と
し
た
科
目
群
の
三
群
に
整
理
し
た
。
ま
た
、
学
部
教
育
の
た
め
に
生
物
科
学
科
を

置
き
、
そ
こ
に
学
科
目
と
し
て
「
生
物
学
」
と
「
高
分
子
機
能
学
」
が
設
置
さ
れ
た
。
な
お
、「
生
物
学
」「
高
分
子
機
能
学
」
に
は
、

理
学
研
究
科
生
物
科
学
専
攻
に
所
属
す
る
教
員
の
他
に
、
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
地
球
環
境
科
学
研
究
科
に
移
っ
た
教
員
も
加
わ
っ
て

い
る
。

五

地
球
惑
星
科
学
専
攻
・
地
球
科
学
科

我
々
人
類
を
始
め
と
す
る
生
命
体
は
、
基
本
的
に
そ
の
存
在
の
全
て
を
惑
星
地
球
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
は
地
球
の
状

態
と
歴
史
を
充
分
に
は
把
握
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
従
来
の
地
球
科
学
の
枠
を
超
え
て
、
地
質
学
鉱
物
学
と
地
球
物
理
学
が
互
い
に

補
完
し
つ
つ
、
熱
機
関
と
し
て
の
地
球
、
さ
ら
に
惑
星
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
と
物
質
循
環
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
旧
来
の
地

質
学
鉱
物
学
専
攻
と
地
球
物
理
学
専
攻
を
廃
止
・
統
合
し
て
、
地
球
惑
星
科
学
専
攻
を
設
置
し
た
。
地
球
惑
星
科
学
は
、
地
球
の
起
源
・

進
化
・
構
造
・
未
来
を
太
陽
系
の
形
成
を
視
野
に
入
れ
た
時
間
の
流
れ
の
中
で
体
系
化
す
る
総
合
的
か
つ
学
際
的
分
野
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
球
惑
星
科
学
専
攻
の
発
足
に
際
し
て
は
、
広
い
視
野
に
立
っ
た
地
球
惑
星
科
学
の
教
育
・
研
究
を
目
指
し
て

組
織
の
組
み
替
え
を
行
い
、
四
基
幹
講
座
（
一
）
地
球
惑
星
物
質
圏
科
学
講
座
、（
二
）
地
球
惑
星
進
化
科
学
講
座
、（
三
）
地
球
惑
星
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流
体
科
学
講
座
、（
四
）地
球
惑
星
物
理
科
学
講
座
と
、
一
協
力
講
座（
五
）地
球
惑
星
変
動
学
講
座
の
五
大
講
座
と
し
た
。（
一
）、（
二
）

は
「
地
球
惑
星
物
質
科
学
分
野
」、（
三
）、（
四
）
は
「
地
球
物
理
学
分
野
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。（
五
）
は
地
球
物
理
学
関
連
の
理
学

研
究
科
附
属
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
環
境
科
学
的
色
彩
の
濃
い
低
温
科
学
研
究
所
所
属
の
教
官
は
、
地
球
物
理
学
専

攻
か
ら
大
学
院
地
球
環
境
科
学
研
究
科
に
配
置
換
え
と
な
っ
た
。
新
専
攻
の
発
足
に
あ
た
り
、
方
法
論
が
異
な
る
二
つ
の
研
究
分
野
間

の
研
究
の
融
合
化
を
目
指
し
て
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
面
的
な
改
定
を
行
っ
た
。
大
学
院
教
育
の
特
徴
と
し
て
、
野
外
に
お
け
る

観
測
・
観
察
、
室
内
実
験
、
理
論
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
さ
ら
に
学
生
一
人
一
人
に
固
有
な
特
別
研
究
を
重
視
す
る
教
育
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
学
部
教
育
組
織
も
地
球
科
学
科
へ
と
再
編
し
、
そ
の
下
に
「
地
球
惑
星
物
質
科
学
」
と
「
地
球
物
理
学
」
の
二
つ
の
学

科
目
を
設
立
し
た
。

第
四
節

外
部
評
価

本
研
究
科
・
学
部
の
教
育
研
究
活
動
等
の
状
況
に
つ
い
て
自
ら
行
う
点
検
及
び
評
価
に
関
し
て
、
点
検
評
価
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て

い
る
。
一
九
九
五
年
十
一
月
十
一
日
の
点
検
評
価
委
員
会
で
、
重
点
化
後
三
年
の
教
育
研
究
活
動
実
績
を
客
観
的
に
点
検
評
価
す
る
た

め
に
外
部
評
価
を
導
入
す
る
と
い
う
基
本
方
針
が
了
承
さ
れ
た
。
外
部
評
価
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
数
カ
月
前
に
外
部
評
価
資
料
を
作
成

し
評
価
委
員
の
書
面
審
査
を
受
け
た
上
で
、
一
九
九
三
年
度
に
重
点
化
さ
れ
た
生
物
科
学
専
攻
を
皮
切
り
に
以
下
の
日
程
で
実
地
視
察

及
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
（
評
価
・
提
言
は
印
刷
公
表
さ
れ
た
。
評
価
・
提
言
の
要
約
と
そ
の
対
応
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
）。

専
攻
名

実
施
年
月
日

評
価
委
員
数
（
内
、
外
国
研
究
機
関
所
属
）

数
学

一
九
九
八
年
七
月
十
八
、
十
九
日

一
一
（
一
）
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物
理
学

一
九
九
七
年
九
月
六
、
七
日

一
一
（
一
）

化
学

一
九
九
八
年
九
月
十
二
、
十
三
日

一
〇
（
一
）

生
物
科
学

一
九
九
六
年
九
月
十
六
、
十
七
日

一
二
（
二
）

地
球
惑
星
科
学

一
九
九
七
年
八
月
四
、
五
日

一
一
（
一
）

数
学
専
攻

数
学
専
攻
で
は
、
概
ね
高
い
評
価
と
貴
重
な
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
現
在
な
お
一
七
名
の
教
官
は
居

住
環
境
の
劣
悪
な
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
研
究
室
を
も
つ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
距
離
的
な
事
情
か
ら
事

務
処
理
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
障
が
生
じ
や
す
い
こ
と
、
大
学
院
生
の
指
導
に
障
害
が
生
じ
う
る
こ
と
等
の
問
題
点
が
浮
上

し
て
い
る
。
外
部
評
価
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
の
早
急
な
解
決
が
望
ま
し
い
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
大
学
院
教
育
に
つ
い
て
は
、「
北

大
数
学
専
攻
が
導
入
し
た
資
格
試
験
・
入
学
制
度
は
独
自
の
成
功
例
で
あ
り
、
今
後
の
方
向
性
を
示
す
試
み
と
し
て
、
数
学
関
係
者
の

間
で
は
北
大
方
式
と
称
さ
れ
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
制
度
で
あ
る
」
と
の
評
価
を
得
た
が
、
同
時
に
よ
り
多
く
の
留
学
生
の
受
け

入
れ
等
に
関
し
指
摘
も
受
け
た
。

物
理
学
専
攻

物
理
学
専
攻
の
外
部
評
価
は
、
厳
し
い
評
価
と
と
も
に
数
々
の
貴
重
な
提
言
が
あ
り
、
励
ま
し
と
な
っ
た
。
主
な
も
の

を
以
下
に
あ
げ
る
。

・
北
大
の
物
理
は
小
規
模
な
た
め
、
実
験
は
物
性
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
か
え
っ
て
独
特
の
風
土
を
生
ん
で
い
る
。

・
国
際
的
、
学
際
的
、
社
会
的
視
点
の
目
配
り
不
足
、
若
干
自
閉
的
（
外
国
人
・
女
性
研
究
者
・
交
流
・
客
員
ポ
ス
ト
制
度
の
利
用
）。

・
専
攻
内
に
科
学
史
・
科
学
基
礎
論
を
含
む
こ
と
は
寛
容
さ
を
示
す
。
そ
の
寛
容
さ
が
受
動
的
に
な
ら
ず
、
積
極
的
に
働
く
こ
と

を
期
待
。

・
弾
力
的
な
組
織
・
運
営
の
伝
統
は
、
今
後
も
守
る
べ
き
原
則
。
研
究
室
名
が
個
人
・
分
野
名
混
在
で
、
わ
か
り
に
く
い
。

な
お
、
外
国
人
客
員
助
教
授
の
採
用
、
研
究
室
名
を
個
人
名
か
ら
分
野
・
手
段
に
よ
る
研
究
室
名
へ
の
変
更
は
す
で
に
実
施
さ
れ
て
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い
る
。

化
学
専
攻

化
学
専
攻
で
は
、
早
急
な
改
善
点
と
し
て
老
朽
化
学
生
実
験
施
設
、
特
に
前
近
代
的
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
、

一
九
九
九
年
度
か
ら
は
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
使
用
に
切
り
替
え
た
。
化
学
科
、
化
学
第
二
学
科
の
枠
を
取
り
払
っ
た
新
化
学
科
の
組
織
は

高
く
評
価
さ
れ
、
専
攻
と
し
て
も
一
刻
も
早
い
「
新
化
学
棟
の
建
設
」
を
要
求
し
て
き
た
。
し
か
し
、
文
部
省
の
「
一
大
学
一
博
物
館

構
想
」
の
線
上
で
、
理
学
部
本
館
が
大
学
博
物
館
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
旧
化
学
科
及
び
地
球
惑
星
科
学
専
攻
物
質
科
学
分
野
（
旧
地

質
学
鉱
物
学
科
）
を
、
理
学
部
総
合
研
究
棟
を
新
設
し
そ
こ
に
移
す
案
が
急
遽
浮
上
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
理
学
部
総
合
研
究
棟

は
、
二
〇
〇
二
年
三
月
竣
工
し
、
旧
化
学
科
所
属
七
研
究
室
が
移
転
す
る
。
化
学
専
攻
は
、
遠
く
離
れ
た
新
棟
と
旧
化
学
第
二
棟
と
に

分
断
さ
れ
る
予
想
外
の
結
果
に
な
っ
た
。

生
物
科
学
専
攻

生
物
科
学
専
攻
で
は
、
評
価
と
提
言
は
深
く
受
け
止
め
ら
れ
、
そ
の
後
の
対
応
の
一
部
は
、
一
九
九
八
年
三
月
に
報

告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
重
点
化
の
成
果
の
公
表
と
第
三
者
評
価
を
受
け
る
目
的
で
一
九
九
五
年
七
月
十

一
日
に
大
学
院
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
物
科
学
研
究
の
最
前
線
」
を
開
催
し
、
生
物
科
学
専
攻
教
官
八
名
に
よ
る
講
演
及
び
招
待
講
演
者

二
名
に
よ
る
講
評
と
講
演
が
行
わ
れ
た
。
歴
史
的
に
別
教
室
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き
た
生
物
学
分
野
と
高
分
子
機
能
学
分
野
が
一
体
と

な
り
新
専
攻
を
形
成
し
た
理
念
に
つ
い
て
は
高
い
評
価
を
受
け
た
が
、
運
営
等
に
つ
い
て
は
改
善
点
が
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
。
一

九
九
九
年
度
に
は
生
物
学
分
野
の
新
棟
へ
の
移
転
を
機
に
事
務
機
構
を
統
一
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て
も
、
将
来
の
統
一
化
を

視
野
に
入
れ
検
討
を
続
け
て
い
る
。

地
球
惑
星
科
学
専
攻

地
球
惑
星
科
学
専
攻
で
は
、
外
部
評
価
に
よ
り
多
々
改
善
す
べ
き
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
評
価
を
受
け

た
の
を
機
会
と
し
て
、
二
名
の
評
価
委
員
の
参
加
の
も
と
で
一
九
九
七
年
十
二
月
十
九
日
に
公
開
で
地
球
惑
星
科
学
専
攻
将
来
計
画
討

論
会
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
専
攻
の
運
営
、
教
育
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
研
究
体
制
・
組
織
、
地
球
惑
星
科
学
専
攻
新
棟
計
画
の
各
改

革
項
目
に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
た
。
続
い
て
外
部
評
価
で
指
摘
さ
れ
た
点
を
改
善
す
る
た
め
に
、
地
球
惑
星
科
学
専
攻
と
し
て
の
第
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一
回
の
合
同
専
攻
会
議
を
一
九
九
八
年
一
月
二
十
六
日
に
開
き
、
検
討
を
始
め
た
。
検
討
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
は
順
次
実
施
さ
れ
、

一
年
間
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
て
「
外
部
評
価
を
受
け
て
の
報
告
書
」
と
し
て
一
九
九
九
年
二
月
中
旬
に
理
学
研
究
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
た
。

第
四
章

現
状
と
将
来
の
展
望

第
一
節

現
状

一

現
状

理
学
部
は
、
一
九
九
五
年
度
に
い
わ
ゆ
る
大
学
院
重
点
化
が
完
了
し
全
学
科
が
理
学
専
攻
科
と
な
っ
た
。
現
在
五
専
攻
の
博
士
前
期

並
び
に
後
期
両
課
程
が
置
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
七
六
年
当
時
の
約
一
・
五
倍
の
定
員
四
三
〇
（
現
員
数
四
五
六
）
名
と
三
〇
九
（
同

三
〇
五
）
名
に
、
ま
た
理
学
部
学
生
現
員
数
は
一
二
九
四
名
に
増
加
し
て
い
る
。
理
学
部
創
立
以
来
の
学
部
卒
業
生
、
大
学
院
前
期
課

程
修
了
生
、
学
位
（
理
学
）
授
与
者
数
、
土
地
・
建
物
お
よ
び
理
学
部
建
物
案
内
図
に
関
し
て
表
２
、
表
３
と
図
３
を
参
照
の
こ
と
。

重
点
化
三
年
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
専
門
と
す
る
外
部
評
価
委
員
に
よ
る
点
検
評
価
に
よ
り
、
適
切
な
意
見
と
提
言
を
う
け
た
。

し
か
し
大
学
院
重
点
化
に
よ
り
増
加
し
た
、
大
学
院
学
生
定
員
数
に
み
あ
う
、
研
究
室
面
積
の
増
加
は
な
く
、
従
っ
て
定
員
当
り
の
研

究
室
面
積
は
逆
に
減
少
し
た
。
人
事
で
は
公
募
採
用
の
徹
底
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
が
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
助
手
定
員
の
教
授
定
員

へ
の
振
替
え
に
よ
り
、
若
手
研
究
ス
タ
ッ
フ
数
が
減
少
し
て
い
る
。
さ
ら
に
教
育
研
究
支
援
体
制
の
業
務
に
不
可
欠
の
研
究
室
事
務
職
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計

１，４０１

７，９４５

２８７
２９３
３０５
２９７
２９８
２９５
９，７２０

地球科学科
地球
物理学

３２
２７
２９
８８

地球惑星
物質科学

２３
２１
３１
７５

生物化学科
高分子
機能学

３８
３７
３５
３７
１４７

生物学

３３
４０
４３
４４
１６０

地球
物理

６７６

２８
３１
３１
３
３

７７２

地質学
鉱物学

２０１

９４

３０
２６
２６
７

１
９９４

高分子

８１４

３３
３５
５
１

８８８

生物
（動）

１２６

４８６

１７
２３
３
１

５３０

生物
（植）

１１７

４７

１８
１４
４

４８３

化学
第二

９３７

３８
４５
３８
４４
９
３

１，１１４

化学

４０８

１，２３８

３７
３３
３７
３４
６２
６３

１，５０４

物理学

３５８

１，２１６

３８
３８
３３
３７
３４
３９

１，４３４

数学

１９１

１，２２７

４８
４８
５７
３８
６４
４９

１，５３１

学科

年度

昭和８．３
（旧制）

昭和２９．３
昭和２７
～

平成５年
６
７
８
９
１０
１１
計

計

３，１６４

１５６

１８６

１９８

２２１
２０８
２０６
４，３３９

地球
物理

３６９

２０

地球惑星科学専攻
２７（旧課程２）

２９

４１
２８
３９
７６９

地質学
鉱物学

２０３

１１

高分子

２９０

生物科学専攻
４０（旧課程１）

４３

４２

５２
５６
４２

１，００１

動物

２，４７０

植物

１９５

化学
第二

３５４

２３

２７

化学専攻
５１
６２
４１
５９

１，４３１

化学

７６９

２２

２３

物理学

４９６

２３

物理学専攻
４０

３９

３０
３７
３３
６９８

数学

２４８

１６

２４

数学専攻
３７
３６
４６
３３
４４０

昭和２９～
平成５年

６

７

８

９
１０
１１
計

計

６９０

６０
７５
６４
５６
４３
４６
４９
５２
５７
４７
４８

論文博士

３３６

２６
３４
２２
２３
１６
２２
１７
２０
３０
２０
２０

課程博士

３５４

３４
４１
４２
３３
２７
２４
３２
３２
２７
２７
２８

学科
年度
昭和３３
～
昭和５２
５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
６０
６１
６２
６３

計

５８
４７
４８
５２
７２
６９
７５
５７
６４
８０
７８

１，９８７

論文博士

２９
１６
２２
２４
２８
１７
１９
１５
１２
９
８

７８５

課程博士

２９
３１
２６
２８
４４
５２
５６
４２
５２
７１
７０

１，２０２

学科
年度
平成元年
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１

計

表２ 学部卒業、大学院（博士前期課程）修了、学位授与者数

学部卒業生数

大学院修士（博士前期）課程

二重線の枠線は、その下から大学院が重点化されたことを示す。

学位（理学博士）授与者数

※平成３年７月１日から博士（理学）となる
※旧制博士学位授与者数は６３１、新制博士学位授与者数は１，９８７
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備 考

内 借用地７３９

建物（㎡）
４７，７０７
１０，８３１
３，８９７
９，７００
４，７９０
３，０６７
１３，１９２

１，９４４

１０２
１０９
７５

４，８２６
２，５１７
７２６

１，１８５

５２，５３３

土地（㎡）
４２，６３２

４７８，６３２
３９９，５２０
５６，８６９

７，０７９

１５，１６４
５２１，２６４

区 分
札幌構内
本館
化学第２棟
２号館
３号館
４号館
５号館
共同利用実験施設
極低温液化センター・NMR研究室
Ｒ１実験室
車庫
危険薬品庫
地方施設
附属臨海実験所
附属海藻研究施設
附属地震火山研究観測センター
地方施設関係分
忍路臨海実験所

計

表３ 土地・建物

建物の使用専攻等名
本館
化学専攻・地球惑星科学専攻・
事務部
化学第二棟
化学専攻
２号館
物理学専攻・生物科学専攻
３号館
数学専攻・地球惑星科学専攻
４号館
数学専攻・地球惑星科学専攻・
附属動物染色体研究施設・附属
地震火山研究観測センター
５号館
生物科学専攻・物理学専攻
共同実験施設
極低温液化センター・高分能核
磁気共鳴装置研究室

図３ 理学部建物（２０００年７月現在）
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員
の
専
攻
事
務
室
へ
の
集
中
化
に
よ
り
、
教
官
が
こ
れ
ら
業
務
に
直
接
携
わ
る
必
要
が
生
じ
、
直
接
研
究
教
育
に
使
用
可
能
な
時
間
が

急
速
に
蝕
ま
れ
て
い
る
。
研
究
教
育
支
援
体
制
の
整
備
が
強
く
望
ま
れ
る
。

二

独
立
行
政
法
人
化

行
政
改
革
に
よ
る
国
家
公
務
員
削
減
策
の
一
環
と
し
て
、
国
立
大
学
を
国
の
直
轄
か
ら
切
り
離
し
、
独
立
行
政
法
人
化
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、「
理
学
研
究
科
・
理
学
部
の
意
見
」（
大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
に
お
い
て
企
画
立
案
と
実
施

は
不
可
分
で
あ
り
、
非
実
学
分
野
が
過
小
評
価
さ
れ
、
さ
ら
に
法
人
化
後
の
状
況
判
断
が
困
難
で
あ
る
、
と
す
る
論
旨
）
が
一
九
九
九

年
八
月
三
十
一
日
理
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
数
学
専
攻
声
明
文
「
国
立
大
学
法
人
化
に
つ
い
て
の
慎
重
な
判

断
を
望
む
」
が
二
〇
〇
〇
年
四
月
二
十
日
に
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
絶
え
ず
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
国
立
大
学
を
従
属
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
生
じ
る
日
本
の
高
等
教
育
・
学
術
研
究
へ
の
長
期
的
影
響
を
深
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
理
学
研
究
科
・
理
学
部
に

よ
る
説
明
会
（
一
九
九
九
年
七
月
三
十
日
）、
意
見
交
換
会
（
一
九
九
九
年
十
月
十
八
日
、
十
二
月
十
日
と
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
日
）

が
開
催
さ
れ
た
。
国
立
大
学
協
会
は
、
第
一
〇
六
回
総
会
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
十
四
日
）
で
、「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
」
を
国
立
大

学
に
対
し
て
そ
の
ま
ま
の
形
で
適
用
す
る
こ
と
に
関
し
て
強
く
反
対
を
続
け
、
こ
れ
か
ら
の
国
立
大
学
の
設
置
形
態
を
検
討
す
る
た
め

の
委
員
会
を
協
会
内
に
新
た
に
設
置
、
内
外
へ
の
政
策
提
言
を
積
極
的
に
行
っ
て
ゆ
く
姿
勢
を
固
め
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、

国
立
大
学
協
会
と
し
て
、
文
部
省
に
設
置
さ
れ
る
予
定
の
「
独
立
行
政
法
人
化
に
関
す
る
調
査
検
討
会
議
」
に
参
加
し
、
協
会
の
意
向

を
討
議
の
方
向
に
強
く
反
映
さ
せ
る
努
力
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
高
等
教
育
政
策
を
長
期
的
な
展
望
の
下
で
議
論
す
る
た
め
の
恒
常
的

な
機
構
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
際
、
学
術
文
化
基
本
計
画
の
策
定
を
課
題
と
す
る
議
論
の
場
の
設
定
を
訴
え
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。
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第
二
節

理
学
研
究
科
の
理
念

研
究
領
域
の
多
様
化
に
伴
い
、
我
が
国
の
学
問
研
究
分
野
の
細
分
化
、
専
門
化
も
著
し
い
。
そ
の
た
め
、
複
数
の
機
関
と
の
連
携
大

学
院
の
設
置
、
ま
た
、
国
内
外
を
問
わ
ず
他
大
学
、
関
係
研
究
機
関
な
ど
の
外
部
の
研
究
者
・
研
究
組
織
と
の
学
際
的
、
国
際
的
な
共

同
研
究
が
、
従
来
に
も
ま
し
て
今
後
重
要
性
を
お
び
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
大
学
院
・
大
学
改
革
が
進
行
し
て
い
る
最
中
に
、
国

立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
が
急
浮
上
し
て
き
た
。
特
に
、
経
済
的
効
率
が
重
視
さ
れ
る
近
年
の
社
会
的
傾
向
で
は
、
大
学
内
部
に
お

い
て
も
実
学
的
研
究
・
教
育
を
偏
重
す
る
こ
と
が
強
ま
り
、
理
学
分
野
の
基
礎
的
研
究
の
軽
視
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
以

下
に
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
・
理
学
部
点
検
評
価
委
員
会
の
纏
め
た
理
学
研
究
科
の
理
念
を
抜
粋
す
る
。

昭
和
五
年
に
創
設
さ
れ
た
北
海
道
大
学
理
学
部
の
設
置
趣
旨
に
は
、「（
農
・
工
・
医
の
三
学
部
は
）
総
テ
応
用
ノ
科
学
ニ
シ
テ
、

之
ガ
研
究
上
常
ニ
其
ノ
基
礎
ヲ
理
科
学
ニ
置
カ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
、
…
…
故
ニ
本
学
ニ
理
学
部
ヲ
増
設
シ
其
ノ
研
鑽
ニ

俟
テ
是
等
諸
学
科
ノ
進
歩
発
展
ヲ
図
ラ
ン
ト
ス
ル
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
趣
旨
は
今
日
で
も
変
わ
ら
な
い
。

現
在
、
世
界
は
環
境
問
題
、
食
糧
問
題
、
資
源
の
枯
渇
等
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
科
学
技
術
の
導
入
・
応

用
に
偏
重
し
世
界
水
準
に
達
し
た
と
さ
れ
る
我
が
国
は
、
一
方
で
は
基
礎
的
な
科
学
水
準
の
創
造
に
乏
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
理
学
研
究
科
は
自
然
科
学
の
基
礎
を
教
育
研
究
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
時
代
の
変
化
を
超
え
た
人
間
の
知
的
好

奇
心
か
ら
生
ま
れ
出
る
真
理
の
探
究
を
第
一
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
学
自
身
の
持
つ
特
異
性
こ
そ
が
、
こ
れ

か
ら
の
世
界
の
福
祉
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
鑑
み
、
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
で
は
、
新
し
い
世
紀
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
理
念
を
掲
げ
て
理
学

に
お
け
る
教
育
研
究
を
行
う
。

・
多
様
で
独
創
的
な
研
究
を
推
進
し
、
新
し
い
先
端
的
な
基
礎
科
学
を
創
り
出
す
。
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・
国
際
的
な
広
が
り
の
あ
る
教
育
研
究
を
推
進
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
責
任
を
果
た
す
。

・
単
な
る
知
識
集
積
型
で
は
な
い
、
本
質
的
な
判
断
能
力
を
持
ち
、
か
つ
独
創
的
な
問
題
発
掘
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
。

・
科
学
技
術
立
国
を
支
え
る
高
度
な
専
門
的
知
識
を
持
ち
、
か
つ
学
際
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
。

・
学
部
に
お
い
て
は
、
専
門
分
野
の
基
礎
的
な
知
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
斬
新
な
問
題
提
起
能
力
を
も
つ
人
材
を
育
成
す
る
。

（
一
九
九
八
年
七
月
三
日
、「
化
学
専
攻
外
部
評
価
資
料
」
第
一
分
冊
二
ペ
ー
ジ
）

あ
と
が
き

『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
の
刊
行
に
あ
た
り
、
理
学
研
究
科
・
理
学
部
で
は
一
九
九
八
年
に
部
局
史
編
集
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

以
後
十
数
回
の
討
議
を
経
て
、
理
学
部
開
学
以
来
七
一
年
の
歴
史
を
ま
と
め
た
。
そ
の
間
、
各
施
設
の
責
任
者
、
理
学
部
各
掛
長
を
初

め
と
す
る
多
く
の
方
々
に
資
料
の
提
供
あ
る
い
は
素
原
稿
の
提
出
な
ど
お
世
話
に
な
っ
た
。
ペ
ー
ジ
数
の
関
係
で
提
出
さ
れ
た
も
の
の

半
分
も
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
第
一
章
に
は
『
北
大
百

年
史
』
部
局
史
「
理
学
部
」
の
要
約
を
収
録
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
編
纂
に
携
わ
ら
れ
た
方
々
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

委
員
会
は
、
理
学
部
の
旧
学
科
を
母
体
に
選
出
さ
れ
た
八
名
の
委
員
と
、
全
学
の
出
版
等
専
門
委
員
会
理
学
研
究
科
委
員
一
名
か
ら

構
成
さ
れ
た
。
旧
学
科
お
よ
び
新
専
攻
に
関
す
る
資
料
お
よ
び
素
原
稿
は
各
委
員
が
担
当
し
、
各
施
設
、
事
務
掛
の
資
料
、
素
原
稿
は

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
、
掛
か
ら
提
出
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
各
委
員
が
章
、
節
、
項
目
を
分
担
し
て
執
筆
の
作
業
に
あ
た
っ

た
。
出
来
上
が
っ
た
第
一
次
原
稿
は
、
割
り
当
て
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
数
を
大
幅
に
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
項
目
の
削
除
、
内
容
の

圧
縮
、
重
複
記
載
の
調
整
、
記
載
漏
れ
の
補
充
な
ど
の
手
直
し
を
繰
り
返
し
て
第
三
次
原
稿
と
し
て
纏
め
上
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
語
句
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の
統
一
な
ど
若
干
の
修
整
を
委
員
長
が
行
っ
て
第
四
次
原
稿
と
し
て
成
立
し
た
。
九
名
の
委
員
に
よ
る
分
担
執
筆
と
い
う
形
に
な
っ
た

の
で
、
あ
る
統
一
的
な
視
点
か
ら
歴
史
を
物
語
る
と
い
う
点
で
は
不
満
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
の
事
柄
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
理
学
研
究
科
・
理
学
部
の
歴
史
の
資
料
的
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
の
価
値
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

委
員
お
よ
び
分
担
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
勝
股
脩
（
二
〇
〇
三
年
三
月
ま
で
）（
二
章
一
、
四
節
）、
石
川
剛
郎
（
二
〇
〇
三
年
四
月

か
ら
）、
市
川
瑞
彦
（
三
章
四
節
）、
日
夏
幸
雄
（
一
九
九
九
年
三
月
ま
で
）、
谷
口
和
彌
（
一
九
九
九
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
三
年
三
月

ま
で
）（
二
章
四
節
、
四
章
）、
矢
澤
道
生
（
二
章
三
節
）、
片
倉
晴
雄
（
三
章
三
節
）、
新
田
勝
利
（
一
章
）、
在
田
一
則
（
二
章
二
節
）、

播
磨
屋
敏
生
（
三
章
一
、
二
節
）、
石
垣
壽
郎
（
委
員
長
）（
二
章
四
、
五
、
六
節
）。

（
石
垣
壽
郎
）

参
考
文
献

『
北
大
時
報
』
二
七
七
号
（
一
九
七
七
年
）
〜

『
北
大
百
年
史
』
通
説
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
二
年

『
北
大
百
年
史
』
部
局
史
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
八
〇
年

『（
各
専
攻
）
外
部
評
価
資
料
』
北
海
道
大
学
理
学
研
究
科
各
専
攻
図
書
室
所
蔵

『（
各
専
攻
）
外
部
評
価
』
北
海
道
大
学
理
学
研
究
科
各
専
攻
図
書
室
所
蔵

『
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
・
理
学
部
概
要
（
平
成
一
一
年
度
）』
理
学
部
教
務
掛
所
蔵
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『
理
学
部
広
報
』
一
一
号
、
北
海
道
大
学
理
学
部
、
二
〇
〇
〇
年
四
月

『
理
学
部
学
生
便
覧
』
北
海
道
大
学
理
学
部
、
一
九
九
五
年
〜

「
大
学
院
制
度
委
員
会
議
事
録
」
理
学
部
庶
務
掛
所
蔵

「
理
学
研
究
科
将
来
計
画
委
員
会
議
事
録
」
理
学
部
庶
務
掛
所
蔵

『
北
大
理
学
部
五
十
年
史
』
北
海
道
大
学
理
学
部
、
一
九
八
〇
年

『
北
海
道
大
学
教
養
部
三
十
年
史
』
北
海
道
大
学
教
養
部
、
一
九
七
九
年

『
楡
蔭
』
一
〇
七
号
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
〇
〇
年
七
月

『
北
海
道
大
学
理
学
部
同
窓
会
誌
』
北
海
道
大
学
理
学
部
同
窓
会
、
一
九
号
（
一
九
七
七
年
〜
）

『
北
海
道
大
学
理
学
部
化
学
同
窓
会
誌

る
つ
ぼ
』
北
海
道
大
学
理
学
部
化
学
同
窓
会
、
二
二
号
（
一
九
七
四
年
）、
二
三
号
（
一
九
七

五
年
）
、
三
二
号
（
一
九
八
三
年
）
、
三
三
号
（
一
九
八
四
年
）
、
三
七
号
（
一
九
八
八
年
）
、
四
三
号
（
一
九
九
四
年
）
、
四
四
号
（
一

九
九
五
年
）
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年

表

※
一
九
七
六
年
以
前
は
簡
略
化
し
て
あ
る
。

一
九
三
〇
（
昭
５
）

４
・
１

北
海
道
帝
国
大
学
理
学
部
開
学
（
数
学
科
、
物
理
学
科
、
化

学
科
、
地
質
学
鉱
物
学
科
、
植
物
学
科
、
動
物
学
科
）

一
九
三
一
（
昭
６
）

５
・
９

附
属
臨
海
実
験
所
設
置

一
九
三
二
（
昭
７
）

７
・
５

本
学
学
位
規
程
の
一
部
改
正
（
理
学
博
士
を
追
加
）

一
九
三
三
（
昭
８
）

４
・
１７

附
属
海
藻
研
究
所
設
置

一
九
三
八
（
昭
１３
）

４
・
１

金
属
化
学
研
究
室
発
足

一
九
三
九
（
昭
１４
）

２
・

臨
時
中
等
教
員
養
成
講
習
所
設
置

１０
・
２３

山
下
生
化
学
研
究
室
落
成
式

一
九
四
二
（
昭
１７
）

２
・
１２

札
幌
臨
時
教
員
養
成
所
設
置

一
九
四
七
（
昭
２２
）

２
・
３

理
学
部
実
験
工
場
焼
失

一
九
四
九
（
昭
２４
）

５
・
３１

北
海
道
大
学
設
置
（
理
学
部
に
数
学
科
、
物
理
学
科
、
化
学

科
、
地
質
学
鉱
物
学
科
、
生
物
学
科
設
置
）

一
九
五
二
（
昭
２７
）

３
・
３１

附
属
海
草
研
究
施
設
設
置
（
旧
海
藻
研
究
所
）

一
九
五
三
（
昭
２８
）

３
・
３１

理
学
研
究
科
設
置

４
・
１

地
球
物
理
学
科
設
置

５
・
１３

理
学
研
究
科
に
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
地
質
学
鉱
物
学
、

植
物
学
、
動
物
学
各
専
攻
設
置

一
九
五
九
（
昭
３４
）

３
・
３１

高
分
子
学
科
設
置
（
一
講
座
設
置
）

７
・
１

雲
物
理
観
測
所
寄
付
さ
れ
る

一
九
六
三
（
昭
３８
）

４
・
１

化
学
第
二
学
科
設
置
（
教
養
部
入
学
定
員
増
）

一
九
六
四
（
昭
３９
）

４
・
１

附
属
臨
海
実
験
所
、
附
属
海
草
研
究
施
設
設
置

一
九
六
六
（
昭
４１
）

４
・
５

附
属
浦
河
地
震
観
測
所
設
置
（
４
・
１
適
用
）

一
九
六
八
（
昭
４３
）

５
・
１

附
属
海
草
研
究
施
設
が
附
属
海
藻
研
究
施
設
に
名
称
変
更

一
九
六
九
（
昭
４４
）

６
・
１１

附
属
動
物
染
色
体
研
究
施
設
設
置

一
九
七
〇
（
昭
４５
）

４
・
１７

附
属
襟
裳
岬
地
殻
変
動
観
測
所
設
置
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一
九
七
二
（
昭
４７
）

５
・
１

附
属
襟
裳
岬
地
殻
変
動
観
測
所
が
附
属
え
り
も
地
殻
変
動
観

測
所
に
名
称
変
更

５
・
１

附
属
札
幌
地
震
観
測
所
設
置

一
九
七
六
（
昭
５１
）

４
・
１

理
学
研
究
科
に
環
境
構
造
学
専
攻
設
置

５
・
１０

附
属
地
震
予
知
観
測
地
域
セ
ン
タ
ー
設
置

一
九
七
七
（
昭
５２
）

１
・
１

橋
本
誠
二
教
養
部
長
に
就
任

４
・
１

環
境
構
造
学
専
攻
が
廃
止
さ
れ
環
境
科
学
研
究
科
へ
振
替

４
・
１

気
象
学
講
座
、
植
物
分
類
学
講
座
、
動
物
系
統
分
類
学
講
座
、

分
析
化
学
講
座
が
環
境
科
学
研
究
科
の
協
力
講
座
と
な
る

４
・
１

事
務
部
に
営
繕
掛
置
か
れ
る

４
・
１８

附
属
有
珠
火
山
観
測
所
設
置

４
・
１８

横
山
泉
附
属
有
珠
火
山
観
測
所
長
に
就
任

９
・
１

田
治
米
鏡
二
理
学
部
長
に
就
任

９
・
１

岡
田
廣
附
属
浦
河
地
震
観
測
所
長
、
附
属
え
り
も
地
殻
変
動

観
測
所
長
、
附
属
札
幌
地
震
観
測
所
長
、
附
属
地
震
予
知
観

測
地
域
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

１１
・
１６

Ｒ
Ｉ
実
験
室
の
新
築
工
事
落
成

一
九
七
八
（
昭
和
５３
）

３
・
２２

四
号
館
の
新
築
工
事
落
成

７
・
１２

放
射
性
同
位
元
素
使
用
施
設
が
科
学
技
術
庁
に
よ
り
使
用
承

認
さ
れ
九
月
一
日
か
ら
使
用
を
開
始

９
・
２０

附
属
有
珠
火
山
観
測
所
庁
舎
の
新
築
工
事
落
成

９
・
３０

附
属
地
震
予
知
観
測
地
域
セ
ン
タ
ー
開
所
式
を
挙
行

一
九
七
九
（
昭
５４
）

３
・
３１

附
属
海
底
地
震
観
測
施
設
設
置
（
４
・
１
施
行
）

３
・
３１

学
科
目
科
学
方
法
論
設
置
（
４
・
１
施
行
）

４
・
１

山
田
真
弓
附
属
臨
海
実
験
所
長
に
就
任

４
・
１

島
村
英
紀
附
属
海
底
地
震
観
測
施
設
長
に
就
任

７
・
４

人
工
雪
誕
生
の
地
記
念
碑
除
幕
式
を
挙
行

一
九
八
〇
（
昭
５５
）

３
・
３１

地
球
物
理
学
科
に
海
洋
物
理
学
講
座
増
設
（
４
・
１
施
行
）

４
・
１

事
務
部
に
人
事
掛
置
か
れ
る

８
・
１

学
内
共
同
利
用
施
設
「
実
験
生
物
セ
ン
タ
ー
」
設
置

９
・
１

島
村
英
紀
附
属
浦
河
地
震
観
測
所
長
、
附
属
え
り
も
地
殻
変

動
観
測
所
長
、
附
属
札
幌
地
震
観
測
所
長
、
附
属
地
震
予
知

観
測
地
域
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

９
・
２６

理
学
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
本
館
正
面

玄
関
前
に
「
ク
ロ
フ
ネ
ツ
ツ
ジ
」
を
記
念
植
樹

９
・
２７

理
学
部
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

一
九
八
一
（
昭
５６
）

３
・
１３

四
号
館
増
築

３
・
１４

超
伝
導
核
磁
気
共
鳴
室
の
新
築
工
事
落
成

４
・
１

物
理
学
科
に
理
論
物
理
学
講
座
増
設

４
・
１

学
内
共
同
利
用
施
設
「
高
分
解
能
核
磁
気
共
鳴
装
置
研
究
室
」

設
置

４
・
１

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
「
実
験
生
物
セ
ン
タ
ー
」
設
置

６
・
１０

横
山
泉
日
本
学
士
院
賞
受
賞

９
・
１

伊
藤
英
治
理
学
部
長
に
就
任

１２
・
２４

附
属
有
珠
火
山
観
測
所
庁
舎
増
設
及
び
車
庫
新
設
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一
九
八
二
（
昭
５７
）

３
・
１７

ヘ
リ
ウ
ム
液
化
装
置
室
の
新
築
工
事
落
成

３
・
２９

実
験
生
物
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
落
成

３
・
３１

学
科
目
物
理
学
が
廃
止
さ
れ
物
理
学
科
に
実
験
物
理
学
講
座

増
設
（
４
・
１
施
行
）

４
・
１

緋
田
研
爾
附
属
臨
海
実
験
所
長
に
就
任

一
九
八
三
（
昭
５８
）

７
・
２４

附
属
海
藻
研
究
施
設
創
設
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

一
九
八
五
（
昭
６０
）

１
・
１

黒
澤
悦
郎
教
養
部
長
に
就
任

４
・
１

学
科
目
化
学
が
廃
止
さ
れ
化
学
科
に
環
境
化
学
講
座
増
設

４
・
１

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
「
遺
伝
子
実
験
施
設
」
設
置

７
・
１２

学
内
共
同
利
用
施
設
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
・
波
長
分
散
螢
光

Ｘ
線
分
析
研
究
室
」
設
置

９
・
１

越
昭
三
理
学
部
長
に
就
任

一
九
八
六
（
昭
６１
）

３
・
１７

遺
伝
子
実
験
施
設
の
新
築
工
事
落
成

３
・
３１

化
学
第
二
学
科
平
衡
論
講
座
が
廃
止
さ
れ
遺
伝
生
化
学
講
座

設
置
（
４
・
１
施
行
）

６
・
１６

遺
伝
子
実
験
施
設
竣
工
記
念
講
演
会
開
催

９
・
１

岡
田
廣
附
属
浦
河
地
震
観
測
所
長
、
附
属
え
り
も
地
殻
変
動

観
測
所
長
、
附
属
札
幌
地
震
観
測
所
長
、
附
属
地
震
予
知
観

測
地
域
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

一
九
八
七
（
昭
６２
）

４
・
１

学
内
共
同
利
用
施
設
「
忍
路
臨
海
実
験
所
」
を
管
理

４
・
１

舘
脇
正
和
附
属
海
藻
研
究
施
設
長
に
就
任

４
・
１

岡
田
弘
附
属
有
珠
火
山
観
測
所
長
に
就
任

５
・
２１

学
科
目
数
学
が
廃
止
さ
れ
数
学
科
に
応
用
数
理
講
座
設
置

一
九
八
八
（
昭
６３
）

４
・
１

学
内
共
同
利
用
施
設
「
量
子
干
渉
方
式
広
温
度
領
域
磁
化
測

定
研
究
室
」
設
置

５
・
１４

忍
路
臨
海
実
験
所
創
立
八
〇
周
年
記
念
式
典
挙
行

１１
・
８

附
属
臨
海
実
験
所
新
博
物
館
の
新
築
工
事
落
成

１１
・
８

附
属
臨
海
実
験
所
庁
舎
改
修

一
九
八
九
（
昭
６４
、
平
１
）

１
・
１

吉
田
仁
志
教
養
部
長
に
就
任

５
・
２９

学
科
目
生
物
学
が
廃
止
さ
れ
生
物
学
科
に
細
胞
生
物
学
講
座

設
置

６
・
５

附
属
臨
海
実
験
所
博
物
館
落
成
記
念
式
典
挙
行

６
・
１６

理
学
部
大
学
院
改
革
構
想
素
案
了
承
さ
れ
る

９
・
１

針
谷
宥
理
学
部
長
に
就
任

一
九
九
〇
（
平
２
）

４
・
１

吉
田
廸
弘
附
属
動
物
染
色
体
研
究
施
設
長
に
就
任

１０
・
１６

事
務
部
に
専
門
職
員
置
か
れ
る

一
九
九
一
（
平
３
）

４
・
１

技
術
部
設
置

４
・
１２

学
科
目
地
学
、
自
然
科
学
概
論
、
科
学
方
法
論
が
廃
止
さ
れ

地
質
学
鉱
物
学
科
に
地
球
変
遷
学
講
座
設
置

一
九
九
二
（
平
４
）

３
・
１０

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
地
質
学
・
地
球
物
理
学
研
究
・
鉱

物
学
連
合
研
究
所
と
部
局
間
学
術
交
流
協
定
締
結

３
・
１９

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ウ
ッ
ジ
工
科
大
学
繊
維
学
部
と
部
局
間
学
術
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交
流
協
定
締
結

４
・
１

堀
浩
理
学
部
長
に
就
任

４
・
１

久
田
光
彦
附
属
臨
海
実
験
所
長
に
就
任

４
・
１０

数
学
科
に
計
算
数
理
学
講
座
設
置

９
・
１

西
田
泰
典
附
属
浦
河
地
震
観
測
所
長
に
就
任

９
・
１

笠
原
稔
附
属
え
り
も
地
殻
変
動
観
測
所
長
、
附
属
地
震
予
知

観
測
地
域
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

１２
・
２５

『
理
学
へ
の
招
待
』、『
北
海
道
大
学
理
学
部
は
い
ま
、
サ
イ

エ
ン
ス
へ
の
招
待
』
刊
行

一
九
九
三
（
平
５
）

１
・
１

中
村
耕
二
教
養
部
長
に
就
任

４
・
１

理
学
研
究
科
の
植
物
学
専
攻
、
動
物
学
専
攻
及
び
高
分
子
学

専
攻
を
再
編
成
し
生
物
科
学
専
攻
設
置
（
六
講
座
二
協
力
講

座
設
置
）

４
・
１

理
学
部
の
生
物
学
科
及
び
高
分
子
学
科
を
再
編
成
し
、
生
物

科
学
科
設
置
（
学
科
目
生
物
学
、
高
分
子
機
能
学
設
置
）

４
・
１

大
学
院
地
球
環
境
科
学
研
究
科
の
設
置
に
伴
い
化
学
科
環
境

化
学
講
座
、
地
質
学
鉱
物
学
科
地
球
変
遷
学
講
座
の
一
部
、

生
物
学
科
及
び
高
分
子
学
科
の
一
部
が
同
研
究
科
に
移
行

４
・
１

学
科
目
化
学
、
地
球
惑
星
物
質
科
学
設
置

４
・
１

地
球
物
理
学
科
に
地
球
圏
物
質
循
環
学
講
座
増
設

４
・
１

引
地
邦
男
理
学
部
長
に
就
任

４
・
１

向
井
宏
附
属
臨
海
実
験
所
長
に
就
任

６
・
１８

ロ
シ
ア
・
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
国
立
大
学
と
部
局
間
学
術
交
流

協
定
締
結

一
九
九
四
（
平
６
）

３
・
２８

二
号
館
高
層
棟
、
低
層
棟
の
新
築
工
事
落
成

４
・
１９

新
二
号
館
竣
工
記
念
式
典
挙
行

６
・
２４

理
学
研
究
科
の
物
理
学
専
攻
を
再
編
成
し
新
た
に
物
理
学
専

攻
設
置
（
四
講
座
二
協
力
講
座
設
置
）

６
・
２４

地
質
学
鉱
物
学
専
攻
と
地
球
物
理
学
専
攻
を
再
編
成
し
地
球

惑
星
科
学
専
攻
設
置
（
四
講
座
一
協
力
講
座
設
置
）

６
・
２４

理
学
部
の
物
理
学
科
を
再
編
成
（
学
科
目
物
理
学
設
置
）

６
・
２４

地
質
学
鉱
物
学
科
と
地
球
物
理
学
科
を
再
編
成
し
地
球
科
学

科
設
置
（
学
科
目
地
球
物
理
学
を
設
置
し
、
前
年
度
設
置
の

学
科
目
地
球
惑
星
物
質
科
学
と
と
も
に
学
科
構
成
）

１０
・
２５

旧
二
号
館
解
体

一
九
九
五
（
平
７
）

３
・
２９

附
属
海
藻
研
究
施
設
短
期
学
生
宿
舎
・
研
究
施
設
増
設

４
・
１

理
学
研
究
科
の
数
学
専
攻
を
再
編
成
し
新
た
に
数
学
専
攻
設

置
（
三
講
座
一
協
力
講
座
設
置
）

４
・
１

化
学
専
攻
と
化
学
第
二
専
攻
を
再
編
成
し
新
た
な
化
学
専
攻

設
置
（
五
講
座
二
協
力
講
座
設
置
）

４
・
１

理
学
研
究
科
部
局
化
さ
れ
る

４
・
１

理
学
部
の
数
学
科
を
再
編
成
し
新
た
な
数
学
科
設
置
（
学
科

目
数
学
設
置
）

４
・
１

化
学
科
と
化
学
第
二
学
科
を
再
編
成
し
化
学
科
設
置

４
・
１

引
地
邦
男
大
学
院
理
学
研
究
科
長
に
就
任

５
・
１９

北
京
大
学
化
学
分
子
工
程
学
院
と
部
局
間
学
術
交
流
協
定
締

結

６
・
３０

共
同
利
用
実
験
棟
の
新
築
工
事
落
成
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１２
・
１２

横
山
泉
日
本
学
士
院
会
員
と
な
る

一
九
九
六
（
平
８
）

３
・
２９

三
号
館
プ
レ
ハ
ブ
研
究
室
及
び
化
学
第
二
棟
プ
レ
ハ
ブ
講
義

室
新
設

８
・
１

附
属
臨
海
実
験
所
水
族
館
が
博
物
館
に
相
当
す
る
施
設
の
指

定
を
取
消
し
、
併
せ
て
一
般
公
開
を
廃
止

９
・
１６

生
物
科
学
専
攻
第
三
者
評
価
（
外
部
評
価
）
の
視
察
実
施

一
九
九
七
（
平
９
）

２
・
２４

『
生
物
科
学
専
攻
の
外
部
評
価
』
刊
行
・
公
表

４
・
１

三
本
木
孝
理
学
研
究
科
長
・
理
学
部
長
に
就
任

４
・
１

市
村
輝
宜
附
属
海
藻
研
究
施
設
長
に
就
任

８
・
４

地
球
惑
星
科
学
専
攻
第
三
者
評
価
（
外
部
評
価
）
の
視
察
実

施

９
・
６

物
理
学
専
攻
第
三
者
評
価
（
外
部
評
価
）
の
視
察
実
施

１０
・
１６

『
理
学
研
究
科
・
理
学
部
広
報
』
創
刊

一
九
九
八
（
平
１０
）

１
・
３０

『
物
理
学
専
攻
の
外
部
評
価
』
及
び
『
地
球
惑
星
科
学
専
攻

の
外
部
評
価
』
刊
行
・
公
表

４
・
１

三
本
木
孝
附
属
札
幌
地
震
観
測
所
長
に
就
任

４
・
９

理
学
部
附
属
の
浦
河
地
震
観
測
所
、
え
り
も
地
殻
変
動
観
測

所
、
札
幌
地
震
観
測
所
、
地
震
予
知
観
測
地
域
セ
ン
タ
ー
、

有
珠
火
山
観
測
所
及
び
海
底
地
震
観
測
施
設
を
転
換
し
理
学

研
究
科
附
属
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
設
置

４
・
９

島
村
英
紀
附
属
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任

６
・
１９

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
タ
ペ
ス
ト
工
科
大
学
化
学
工
学
部
と
部
局

間
学
術
交
換
協
定
締
結

７
・
１８

数
学
専
攻
第
三
者
評
価
（
外
部
評
価
）
の
視
察
実
施

９
・
１２

化
学
専
攻
第
三
者
評
価
（
外
部
評
価
）
の
視
察
実
施

１２
・
１１

『
数
学
専
攻
の
外
部
評
価
』
刊
行
・
公
表

一
九
九
九
（
平
１１
）

２
・
１５

『
化
学
専
攻
の
外
部
評
価
』
刊
行
・
公
表

３
・
１５

五
号
館
高
層
棟
、
低
層
棟
の
新
築
工
事
落
成

４
・
５

初
の
理
学
研
究
科
入
学
式
を
挙
行

二
〇
〇
〇
（
平
１２
）

３
・
２７

韓
国
・
嶺
南
大
学
校
理
科
大
学
と
友
好
学
術
交
流
協
定
締
結

４
・
１

徳
永
正
�
理
学
研
究
科
長
・
理
学
部
長
に
就
任

４
・
１

経
理
掛
、
用
度
掛
を
統
合
し
会
計
掛
設
置

７
・
１２

ロ
シ
ア
連
邦
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ウ
ラ
ル
研
究
所
金

属
物
理
学
研
究
所
と
友
好
学
術
交
流
協
定
締
結

503 理学研究科・理学部
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